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○
経
済
産
業
省
令
第
六
号

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
三
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
及
び
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
日

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
特
許
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
七
章

裁
定
（
第
四
十
一
条
―
第
四
十
五
条
）

目
次
中
「
第
七
章

裁
定
（
第
四
十
一
条
―
第
四
十
五
条
）
」
を

第
八
章

特
許
異
議
の
申
立
て
（
第
四
十
五
条
の
二

―
第
四
十
五
条
の
六
）
」
に
、
「
第
八
章
」
を
「
第
九
章
」
に
、
「
第
九
章
」
を
「
第
十
章
」
に
、
「
第
十
章
」
を
「
第
十
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一
章
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
中
第
十
四
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
中
「
判
定
請
求
前

」
の
下
に
「
、
特
許
異
議
の
申
立
て
前
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
百
七
十
四
条
第

二
項
」
を
「
第
百
七
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
第
百
七
十
四
条
第
二
項

」
を
「
第
百
七
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
九
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第

八
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

九

特
許
異
議
の
申
立
て

十

特
許
法
第
百
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
参
加
の
申
請
（
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）

十
一

特
許
法
第
百
二
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
（
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）

第
七
条
中
「
特
許
庁
長
官
」
の
下
に
「
又
は
審
判
長
」
を
加
え
る
。
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第
八
条
第
一
項
中
「
判
定
請
求
書
」
の
下
に
「
、
特
許
異
議
申
立
書
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
四
項
中
「
特
許
庁
長
官
」
の
下
に
「
又
は
審
判
長
」
を
加
え
る
。

第
十
条
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
、
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
「
第
二
十
七
条

の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
七
条
の
四
の
二
第
五
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
第
三
十
一
条
の
二
第
七
項
」
を
、
「
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
十
四
第
四
項
（

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
、
「
特
許
庁
長
官
」
の
下
に
「
又
は
審
判
長
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
中
「
様
式
第
六
十
一
の
二
」
を
「
様
式
第
六
十
一
の
六
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
要
約
書
の
補
正
の
期
間
）

第
十
一
条
の
二
の
二

特
許
法
第
十
七
条
の
三
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
特
許
出
願
の
日
（
同
法
第
四
十
一
条

第
一
項
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
特
許
出
願
に
あ
つ
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て
は
、
当
該
優
先
権
主
張
の
基
礎
と
し
た
出
願
の
日
の
う
ち
最
先
の
日
。
以
下
「
優
先
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
一
年
四
月

（
特
許
出
願
（
同
法
第
百
八
十
四
条
の
四
第
一
項
の
外
国
語
特
許
出
願
を
除
く
。
）
の
願
書
に
添
付
し
た
要
約
書
を
補
正

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
出
願
公
開
の
請
求
が
あ
つ
た
後
の
期
間
を
除
き
、
国
内
書
面
提
出
期
間
内
に
出
願
人
か
ら
出
願
審

査
の
請
求
の
あ
つ
た
同
法
第
百
八
十
四
条
の
四
第
一
項
の
外
国
語
特
許
出
願
で
あ
つ
て
国
際
公
開
が
さ
れ
て
い
る
も
の
の

願
書
に
添
付
さ
れ
た
要
約
書
を
補
正
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
出
願
審
査
の
請
求
が
あ
つ
た
後
の
期
間
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
優
先
権
主
張
書
面
の
補
正
の
期
間
）

第
十
一
条
の
二
の
三

特
許
法
第
十
七
条
の
四
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

特
許
出
願
（
特
許
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
一
条
第
四
項
に

規
定
す
る
書
面
又
は
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

る
書
面
（
以
下
こ
れ
ら
の
書
面
を
「
優
先
権
主
張
書
面
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
補
正
を
す
る
場
合

優
先
日
（
優
先
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権
主
張
書
面
に
つ
い
て
補
正
を
す
る
こ
と
に
よ
り
優
先
日
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
変
更
前
の
優
先
日
又

は
変
更
後
の
優
先
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
一
年
四
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
又
は
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
特
許
出
願
の
日
か
ら
四
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま

で
の
間
（
出
願
審
査
の
請
求
又
は
出
願
公
開
の
請
求
が
あ
つ
た
後
の
期
間
を
除
く
。
）

二

特
許
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
特
許
出
願
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
優
先
権
主
張
書
面
に
つ
い
て
補
正
を
す
る
場
合

優
先

日
か
ら
一
年
四
月
、
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
た
な
特
許
出
願
に
係
る
も
と
の
特
許
出
願
の
日
、
同

法
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
出
願
の
変
更
に
係
る
も
と
の
出
願
の
日
若
し
く
は
同
法
第
四

十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
の
基
礎
と
し
た
実
用
新
案
登
録
に
係
る
実
用
新
案
登
録
出
願
の
日
か
ら

四
月
又
は
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
特
許
出
願
を
し
た
日
か
ら
一
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
（
出
願
審
査
の
請
求
又

は
出
願
公
開
の
請
求
が
あ
つ
た
後
の
期
間
を
除
く
。
）

第
十
一
条
の
四
中
「
様
式
第
六
十
一
の
二
」
を
「
様
式
第
六
十
一
の
六
」
に
改
め
る
。
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第
十
三
条
第
三
項
中
「
対
し
」
の
下
に
「
特
許
異
議
の
申
立
て
又
は
」
を
加
え
、
「
再
審
又
は
」
を
「
再
審
若
し
く
は
」

に
改
め
、
「
後
そ
の
」
の
下
に
「
申
立
て
又
は
」
を
加
え
、
「
審
判
の
番
号
、
再
審
の
番
号
」
を
「
特
許
異
議
、
審
判
、
再

審
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
五
号
中
「
同
法
」
の
下
に
「
第
百
二
十
条
の
五
第
九
項
又
は
」
を
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「

、
同
法
第
百
二
十
条
の
五
第
二
項
た
だ
し
書
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
七
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
百
二
十
条
の
八
第
一
項
（
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
」
を
「
第
二
項
か
ら
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
百
三
十
三
条
第
三
項
（
同
法
第
七
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
百
二
十
条
の
五
第
九
項
（

同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
同
法
第
百
二
十
条
の
八
第
一
項
（
同
法
第
百
七
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
」
を
「
第
二
項
か
ら
第
四
項
」
に

改
め
、
「
第
百
三
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
七
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
百
二
十
条
の
八
第
一
項
（
同
法
第
百

七
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
四
項
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。
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第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
第
三
号
中
「
第
百
七
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
百
七
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
三
の
三
第
一
項
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の

三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
三

条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
同
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
、
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
加

え
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
、
「
第
四
十
三

条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号

中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を

加
え
、
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
法
第
四
十
三
条
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め

、
同
項
第
五
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
、
「
第
四
十
三
条
第
二
項
」
の

下
に
「
（
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
十
三
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条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一

項
又
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
十
三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
同

法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」

の
下
に
「
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
、
「
同
条
第
二
項
」
を

「
同
法
第
四
十
三
条
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十

三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
「
基
づ
き
同
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は

第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
、
「
同
条
第
一
項
に
」
を
「
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
四

十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
又
は
同
法
第
四
十
一
条
第
四
項
若
し
く
は
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
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の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
優
先
権
を
主
張
し
よ
う

と
す
る
者
」
及
び
「
又
は
同
法
第
四
十
一
条
第
四
項
若
し
く
は
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面
」
を
削
り
、
同

条
第
三
項
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

そ
の
者
が
、
優
先
権
主
張
書
面
に
当
該
事
項
を
記
載
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二

第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
、
「

同
条
第
一
項
」
を
「
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
、
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
改
め
、
「
特
許
出
願
」
の
下
に
「
又

は
優
先
権
主
張
書
面
の
提
出
」
を
、
「
願
書
」
の
下
に
「
又
は
優
先
権
主
張
書
面
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

優
先
権
主
張
書
面
は
、
様
式
第
三
十
六
の
二
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
許
出
願
に
つ
い
て
特
許
法
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
四
十
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三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
優
先
権
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
許
出
願
の
願
書
に
そ
の
旨
及
び
必
要
な
事
項
を
記
載
し
て
優
先
権
主
張

書
面
の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
四
の
二

特
許
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
先
の
出
願
の
日
か
ら

一
年
二
月
と
す
る
。

２

特
許
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
パ
リ
条
約
第
四
条
Ｃ

に
規
定
す
る
優
先
期
間
の
経
過
後
二
月
と
す
る
。

(1)

３

特
許
法
第
四
十
一
条
第
四
項
及
び
第
四
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

特
許
出
願
（
特
許
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
第
一
項
又
は
第
四
十
三
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条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
す
る
場
合
（
第
三
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。

）

優
先
日
（
優
先
権
主
張
書
面
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
優
先
日
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
変
更
前
の

優
先
日
又
は
変
更
後
の
優
先
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
一
年
四
月
の
期
間
が
満
了
す
る

日
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
特
許
出
願
の
日
か
ら
四
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ
か

遅
い
日
ま
で
の
間
（
出
願
審
査
の
請
求
又
は
出
願
公
開
の
請
求
が
あ
つ
た
後
の
期
間
を
除
く
。
）

二

特
許
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
特
許
出
願
に
つ
い
て
、
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
又
は
第
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
す
る
場
合
（
第
三
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）

優
先
日
か
ら

一
年
四
月
、
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
た
な
特
許
出
願
に
係
る
も
と
の
特
許
出
願
の
日
、
同
法
第
四

十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
出
願
の
変
更
に
係
る
も
と
の
出
願
の
日
若
し
く
は
同
法
第
四
十
六
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
の
基
礎
と
し
た
実
用
新
案
登
録
に
係
る
実
用
新
案
登
録
出
願
の
日
か
ら
四
月
又

は
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

特
許
出
願
を
し
た
日
か
ら
一
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
（
出
願
審
査
の
請
求
又
は
出
願
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公
開
の
請
求
が
あ
つ
た
後
の
期
間
を
除
く
。
）

三

特
許
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
（
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き

に
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
す
る
場
合

当
該
優
先
権
の
主
張
の
基
礎
と
し
た
先
の
出
願
の
日
か
ら
一
年
二
月

四

特
許
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
す
る
場
合

当
該
優
先
権
の
主
張
の
基
礎
と
し
た
出
願
の
日
か
ら
一
年
二
月

４

特
許
出
願
（
国
際
特
許
出
願
又
は
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
許
出
願
と
み
な
さ
れ
た
国

際
出
願
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
特
許
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
（
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る

正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
者
は
、
前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
様
式
第
三
十

六
の
三
に
よ
り
作
成
し
た
回
復
理
由
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
回
復
理
由
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
特
許
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
許
庁
長
官
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

第
四
項
の
回
復
理
由
書
の
提
出
は
、
二
以
上
の
事
件
に
係
る
回
復
理
由
書
に
つ
い
て
、
当
該
書
面
の
内
容
（
当
該
回
復
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理
由
書
に
係
る
事
件
の
表
示
を
除
く
。
）
が
同
一
の
場
合
に
限
り
、
一
の
書
面
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

第
四
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
特
許
出
願
（
国
際
特
許
出
願
又
は
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
十
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
特
許
出
願
と
み
な
さ
れ
た
国
際
出
願
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
特
許
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三

条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
中
「
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
」
と
、
第
五
項
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
と

あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
許
法
第
四
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
四
月
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
二
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

６

特
許
法
第
四
十
八
条
の
三
第
五
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規

定
に
よ
り
出
願
審
査
の
請
求
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
様
式
第
三
十
一
の
九
に
よ
り
作
成
し
た
回

復
理
由
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

前
項
の
回
復
理
由
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
特
許
法
第
四
十
八
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
こ
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と
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
許
庁
長
官
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８

第
六
項
の
回
復
理
由
書
の
提
出
は
、
二
以
上
の
事
件
に
係
る
回
復
理
由
書
に
つ
い
て
、
当
該
書
面
の
内
容
（
当
該
回
復

理
由
書
に
係
る
事
件
の
表
示
を
除
く
。
）
が
同
一
の
場
合
に
限
り
、
一
の
書
面
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
八
条
の
六
の
三
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
国
際
特
許
出
願
に
つ
い
て
同
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
責
め
に
帰

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
期
間
内
に
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
そ
の
理
由
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
十
四
日
（
在
外
者
に
あ
つ
て
は
、
二
月
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
当
該

期
間
が
七
月
を
超
え
る
と
き
は
、
七
月
）
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
六
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
許
出
願
等
に
基
づ
く
優
先
権
主
張
の
取
下
げ
）

第
三
十
八
条
の
六
の
五

特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
十
五
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
四
十
二
条
第
一

項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
四
月
と
す
る
。
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第
三
十
八
条
の
十
四
の
見
出
し
中
「
提
出
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
優
先
権
書
類
」
の
下
に
「
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
優
先
権
書
類
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
そ
の
国
際
特
許
出
願
の
出
願
人
又
は
そ
の
申
出
を
す
る
者
が
そ
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に

よ
り
当
該
期
間
内
に
優
先
権
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
十
四
日
（

在
外
者
に
あ
つ
て
は
、
二
月
）
以
内
で
そ
の
期
間
の
経
過
後
六
月
以
内
に
当
該
優
先
権
書
類
を
特
許
庁
長
官
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
八
条
の
十
四
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

３

国
際
特
許
出
願
又
は
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
許
出
願
と
み
な
さ
れ
た
国
際
出
願
に
つ

い
て
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
（
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に

す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
者
（
規
則

の
規
定
に
基
づ
く
優
先
権
の
回
復
を
請
求
す
る
者
に
限
る
。
）
は
、
国
内

49の3.2
(a)

書
面
提
出
期
間
（
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
の
外
国
語
特
許
出
願
に
あ
つ
て
は
、
翻
訳
文
提
出
特
例

期
間
）
が
満
了
す
る
時
の
属
す
る
日
後
一
月
以
内
に
様
式
第
三
十
六
の
三
に
よ
り
作
成
し
た
回
復
理
由
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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４

前
項
の
回
復
理
由
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
特
許
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
許
庁
長
官
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

第
三
項
の
回
復
理
由
書
の
提
出
は
、
二
以
上
の
事
件
に
係
る
回
復
理
由
書
に
つ
い
て
、
当
該
書
面
の
内
容
（
当
該
回
復

理
由
書
に
係
る
事
件
の
表
示
を
除
く
。
）
が
同
一
の
場
合
に
限
り
、
一
の
書
面
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
際
特
許
出
願
又
は
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
許

出
願
と
み
な
さ
れ
た
国
際
出
願
に
つ
い
て
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
し
た
者
（
規
則

の
規
定
に
基
づ
く
優
先
権
の
回
復
を
請

49の3.2
(a)

求
す
る
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
八
条
の
十
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
受
理
官
庁
に
よ
る
優
先
権
の
回
復
の
効
果
等
）

第
三
十
八
条
の
十
四
の
二

特
許
庁
長
官
は
、
規
則

及
び

の
規
定
に
よ
り
規
則

の
規
定
に
基
づ
く
受
理
官
庁
に
よ

49の3.1
(c)

(d)

26の2.3

る
優
先
権
の
回
復
の
決
定
が
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
と
き
は
、
当
該
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
国
際
特
許
出
願
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の
出
願
人
に
対
し
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
際
特
許
出
願
の
出
願
人
は
、
特
許
庁
長
官
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
際
し
て
指
定
し
た
期
間
内
に
限
り
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
意
見
書
は
、
様
式
第
五
十
二
の
二
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

国
際
特
許
出
願
に
つ
い
て
は
、
規
則

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

49の3.1
(f)

第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
十
四
条
第
一
号
ロ
」
を
「
第
九
条
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十

四
条
第
一
号
ハ
」
を
「
第
九
条
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
第
十
四
条
第
一
号
ニ
」
を
「
第
九
条

第
一
号
ニ
」
に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
二
号
イ
」
を
「
第
九
条
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
第
二

号
ロ
」
を
「
第
九
条
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
四
条
第
二
号
ハ
」
を
「
第
九
条
第
二
号
ハ
」
に
、
「
第

十
四
条
第
二
号
イ
」
を
「
第
九
条
第
二
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十
四
条
第
一
号
イ
」
を
「
第
九
条
第
一
号
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イ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
一
号
ロ
」
を
「
第
九
条
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
四
条

第
一
号
ハ
」
を
「
第
九
条
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
四
条
第
一
号
ニ
」
を
「
第
九
条
第
一
号
ニ
」
に
改

め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
十
四
条
第
一
号
ホ
」
を
「
第
九
条
第
一
号
ホ
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
及
び
第
七
号
中
「
第
十
四

条
第
二
号
」
を
「
第
九
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
章
の
章
名
中
「
猶
予
」
を
「
猶
予
等
」
に
改
め
、
同
章
を
第
十
一
章
と
す
る
。

第
九
章
を
第
十
章
と
す
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
一
の
二
」
を
「
様
式
第
六
十
一
の
六
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
二
を
削
る
。

第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
三
十
一
条
第
三
項
（
」
の
下
に
「
同
法
第
百
二
十
条
の
五
第
九
項
（
同
法
第
百
七
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
」
を
、
「
第
百
二
十
六
条
第
三
項
（
」
の
下
に
「
同
法
第
百
二
十

条
の
五
第
九
項
（
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
は
、
同
法

第
百
二
十
条
の
五
第
三
項
及
び
第
四
項
又
は
」
を
、
「
）
及
び
」
の
下
に
「
同
法
第
百
二
十
六
条
」
を
、
「
第
四
項
（
」
の

下
に
「
同
法
第
百
二
十
条
の
五
第
九
項
（
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
」
を
加
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え
、
同
条
を
第
四
十
六
条
の
二
と
す
る
。

第
五
十
条
の
十
四
中
「
特
許
庁
長
官
」
の
下
に
「
又
は
審
判
長
」
を
加
え
る
。

第
五
十
条
の
十
六
中
「
こ
の
章
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
五
条
の
三
か
ら
第
四
十
五
条
の
五
ま
で
」
を
加
え
、
同
条
に
後

段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
拒
絶
査
定
不
服
審
判
」
と
あ
る
の
は
「
拒
絶
査
定
不
服
審
判
の
確
定

審
決
に
対
す
る
再
審
」
と
、
「
そ
れ
以
外
の
審
判
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
以
外
の
審
判
の
確
定
審
決
に
対
す
る
再
審
又
は

確
定
し
た
特
許
法
第
百
十
四
条
第
二
項
の
取
消
決
定
に
対
す
る
再
審
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
章
を
第
九
章
と
し
、
第
七
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
八
章

特
許
異
議
の
申
立
て

（
特
許
異
議
申
立
書
の
様
式
）

第
四
十
五
条
の
二

特
許
法
第
百
十
五
条
第
一
項
の
特
許
異
議
申
立
書
は
、
様
式
第
六
十
一
の
二
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
意
見
書
等
の
様
式
）
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第
四
十
五
条
の
三

特
許
法
第
百
二
十
条
の
五
第
一
項
又
は
第
六
項
の
意
見
書
は
、
様
式
第
六
十
一
の
三
に
よ
り
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
許
法
第
百
二
十
条
の
五
第
二
項
の
訂
正
の
請
求
書
は
、
様
式
第
六
十
一
の
四
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
許
法
第
百
二
十
条
の
五
第
五
項
の
意
見
書
は
、
様
式
第
六
十
一
の
五
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
群
の
請
求
項
）

第
四
十
五
条
の
四

特
許
法
第
百
二
十
条
の
五
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
関
係
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

一
の
請
求
項
の
記
載
を
引
用
す
る
他
の
請
求
項
の
記
載
を
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
請
求
項
以
外
の
請
求
項
が
引
用
す
る

、
又
は
引
用
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
関
係

二

一
の
請
求
項
の
記
載
を
複
数
の
請
求
項
が
引
用
す
る
関
係

三

複
数
の
請
求
項
（
訂
正
審
判
又
は
特
許
法
第
百
二
十
条
の
五
第
二
項
若
し
く
は
同
法
第
百
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の

訂
正
の
請
求
が
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
記
載
を
そ
の
他
の
請
求
項
が
引
用
す
る
関
係

四

一
の
請
求
項
の
記
載
を
他
の
請
求
項
が
引
用
す
る
関
係
又
は
前
三
号
の
関
係
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
又
は
複
数
の
関
係
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が
、
当
該
関
係
に
含
ま
れ
る
請
求
項
を
介
し
て
他
の
一
又
は
複
数
の
関
係
と
一
体
と
し
て
特
許
請
求
の
範
囲
の
全
部
又

は
一
部
を
形
成
す
る
よ
う
に
連
関
し
て
い
る
関
係

（
審
査
の
規
定
の
準
用
）

第
四
十
五
条
の
五

第
二
十
四
条
、
第
二
十
四
条
の
四
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
特
許
法
第
百
二
十
条
の
五
第
二
項
の

訂
正
の
請
求
に
準
用
す
る
。

（
審
判
の
規
定
の
準
用
）

第
四
十
五
条
の
六

第
四
十
六
条
第
二
項
、
第
四
十
六
条
の
二
、
第
四
十
七
条
第
三
項
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
八
条
の
二

、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
の
二
の
二
ま
で
、
第
五
十
条
の
四
、
第
五
十
条
の
五
、
第
五
十
条
の
六
、
第
五
十
条
の
七

、
第
五
十
条
の
八
、
第
五
十
条
の
十
か
ら
第
五
十
条
の
十
三
ま
で
及
び
第
五
十
七
条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、

特
許
異
議
の
申
立
て
の
審
理
及
び
決
定
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
条
第
五
項
、
第
五
十
八
条
の
二
第

一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
十
八
条
の
十
七
第
二
項
、
第
六
十
条
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
六
十
一
条
の
十
一
第
三
項

中
「
そ
れ
以
外
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
許
異
議
の
申
立
て
に
つ
い
て
提
出
す
る
」
と
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
七
条
の

三
第
二
項
、
第
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
六
十
二
条
第
二
項
中
「
そ
れ
以
外
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
許
異
議
の
申
立
て
に
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つ
い
て
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

様
式
第
三
の
備
考
５
中
「あ

て
先
は

」
の
下
に
「

特
許
異
議

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「欄

に
は

」
の
下
に
「

、

特
許
異
議
に
係
属
中
の
も
の
に
つ
い
て
は

「異
議

○
○
○
○－

○
○
○
○
○
○
」の

よ
う
に
特
許
異
議
の
番
号
を

」
を
加

、

え
る
。

様
式
第
五
中
「特

許
庁
長
官

殿

」
を
「特

許
庁
長
官

殿

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１

（特
許
庁
審
判
長

殿

）
」

中
「欄

に
は

」
の
下
に
「

特
許
異
議
に
係
属
中
の
も
の
に
つ
い
て
は

「異
議
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○

」の
よ
う
に
特

、

許
異
議
の
番
号
を

」
を
加
え
る
。

様
式
第
六
、
第
七
及
び
第
八
中
「特

許
庁
長
官

殿

」
を
「特

許
庁
長
官

殿

に
改
め
る
。

（特
許
庁
審
判
長

殿

）
」

様
式
第
十
中
「特

許
庁
長
官

殿

」
を
「特

許
庁
長
官

殿

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１

（特
許
庁
審
判
長

殿

）
」

中
「欄

に
は

」
の
下
に
「

特
許
異
議
に
係
属
中
の
も
の
に
つ
い
て
は

「異
議
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○

」の
よ
う
に
特

、
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許
異
議
の
番
号
を

」
を
加
え
る
。

様
式
第
十
二
中
「特

許
庁
長
官

殿

」
を
「特

許
庁
長
官

殿

に
改
め
る
。

（特
許
庁
審
判
長

殿

）
」

様
式
第
十
三
の
備
考
６
、
備
考
７
及
び
備
考
８
中
「特
許
法
第

1
7
条
の
４

」
を
「特

許
法
第

1
7
条
の
５

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
の
備
考
２
中
「
「審

判
請
求
書

」
」
の
下
に
「

「特
許
異
議
申
立
書

」
」
を
、
「
「訂

正
請
求
書

」
」
の

、

下
に
「

「優
先
権
主
張
書

」
（２

以
上
の
優
先
権
主
張
書
を
提
出
し
て
い
る
と
き
は

「平
成
○
○
年
○
○
月
○
○
日
提

、
、

出
の
優
先
権
主
張
書

」
）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「
「被

請
求
人

」
」
の
下
に
「

「優
先
権
の
主
張

」
」
を
加

、

え
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「補
正
の
内
容
が

」
の
下
に
「特

許
出
願
人

」
を
加
え
、
「又

は
代
理
人

」
を
「

代
理
人
又

、
、

は
特
許
異
議
申
立
人

」
に
改
め
、
「振

り
仮
名
を
付
け
る

」
の
下
に
「な

お

「優
先
権
主
張
書

」の

「
【優

先
権
の
主

。
、

張

】
」の

欄
に
記
載
し
た
事
項
を
補
正
す
る
と
き
は

補
正
後
の
当
該
欄
に
係
る
事
項
の
全
て

（補
正
を
要
し
な
い
優
先
権

、

の
主
張
に
係
る
事
項
を
含
む

）を
記
載
す
る

」
を
加
え
る
。

。
。

様
式
第
十
五
の
備
考
２
中
「
「審

判
請
求
書

」
」
の
下
に
「

「特
許
異
議
申
立
書

」
」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
十
五
の
二
の
備
考
１
中
「
【請

求
人

】
」
を
「
【特

許
出
願
人

】
」
に
改
め
る
。
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様
式
第
十
八
の
備
考

の
ロ
中
「別

の
別
紙

」
を
「別

の
用
紙

」
に
改
め
る
。

19

様
式
第
二
十
六
の
備
考

中
「
「
「
【氏

名
又
は
名
称

】
」
」
を
「
「
【氏

名
又
は
名
称

】
」
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備

11

考

中
「第

2
7
条
の
４
第
１
項

」
を
「第

2
7
条
の
４
第
３
項

」
に
、
「第

2
7
条
の
４
第
３
項

」
を
「第

2
7
条
の
４
第
５
項

」

28
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考

中
「第

2
7
条
の
４
第
１
項

」
を
「第

2
7
条
の
４
第
３
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考

の
次
に

29

37

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

3
8
特
許
法
第

4
1
条
第
１
項

（同
項
第
１
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に
す
る
も
の
に
限
る

）の
規
定
に
よ

。

る
優
先
権
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【提

出
物
件
の
目
録

】
」の

欄
の
次
に

「
【そ

の
他

】
」の

欄
を
設
け

、
、

て

「特
許
法
第

4
1
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張

（同
項
第
１
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に

、

す
る
も
の
に
限
る

）を
伴
う
特
許
出
願

」と
記
載
す
る

ま
た

同
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項

（同
法
第

4
3
条
の
３
第
３

。
。

、

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）の
規
定
に
よ
る
優
先
権
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【提

出
物
件
の
目

。
、

録

】
」の
欄
の
次
に

「
【そ

の
他

】
」の

欄
を
設
け
て

「特
許
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項

（同
法
第

4
3
条
の
３
第
３
項

、
、

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
特
許
出
願

」と
記
載
す
る

。
。

様
式
第
二
十
九
の
備
考

の
ハ
及
び
ホ
並
び
に
備
考

及
び
備
考

、
様
式
第
二
十
九
の
二
の
備
考

及
び
備
考

並
び

14

16

19

15

16
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に
様
式
第
三
十
の
備
考

中
「第

5
0
条
の

1
5
第
２
項

」
を
「第

4
5
条
の
５
又
は
第

5
0
条
の

1
5
第
２
項

」
に
改
め
る
。

13

様
式
第
三
十
一
の
九
中
「様

式
第

3
1
の
９

（第
2
5
条
の
７

」
の
下
に
「

第
3
1
条
の
２

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
３
中

、

「及
び

」
を
「

第
3
1
条
の
２
第
８
項
及
び

」
に
改
め
る
。

、

様
式
第
三
十
六
の
備
考
１
中
「

第
4
3
条
の
２
第
１
項

」
を
「
（同

法
第

4
3
条
の
２
第
２
項

（同
法
第

4
3
条
の
３
第
３
項

、

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）

第
4
3
条
の
２
第
１
項

（同
法
第

4
3
条
の
３
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

。
、

む

）

第
4
3
条
の
３
第
１
項

」
に
、
「特
許
法
第

4
3
条
の
２
第
３
項

」
を
「同

法
第

4
3
条
の
２
第
２
項

（同
法
第

4
3
条
の

。
、

３
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）及
び
同
法
第

4
3
条
の
３
第
３
項

」
に
、
「第

2
7
条
の
４
第
２
項

」
を
「第

。

2
7
条
の
４
第
４
項

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
六
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第

3
6
の
２

（第
2
7
条
の
４
関
係

）

【書
類
名

】

優
先
権
主
張
書

（
【提
出
日

】

平
成

年
月

日

）

【あ
て
先

】

特
許
庁
長
官

殿
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【出
願
の
表
示

】

【出
願
番
号

】

【特
許
出
願
人

】

【識
別
番
号

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

【代
理
人

】

【識
別
番
号

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

【優
先
権
の
主
張

】

【提
出
物
件
の
目
録

】

〔備
考

〕
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１
特
許
法
第

4
3
条
第
１
項

第
4
3
条
の
２
第
１
項

（同
法
第

4
3
条
の
３
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）又
、

。

は
同
法
第

4
3
条
の
３
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【優

先
権
の

、

主
張

】
」の

欄
に
は

「
【パ

リ
条
約
に
よ
る
優
先
権
等
の
主
張

】
」の

欄
を
設
け

そ
の
欄
に

「
【国

名

】
」及

び

「

、
、

【出
願
日

】
」の

欄
を
設
け
て

国
名
及
び
出
願
日
を
記
載
す
る

こ
れ
ら
の
優
先
権
の
主
張
の
基
礎
と
さ
れ
た
出
願
の

、
。

番
号
を
記
載
す
る
と
き
は

「
【出

願
日

】
」の
次
に

「
【出

願
番
号

】
」の

欄
を
設
け
て

そ
の
番
号
を
記
載
す
る

、
、

。

第
2
7
条
の
４
第
５
項
の
規
定
に
よ
り

第
2
7
条
の
３
の
３
第
３
項
第
１
号
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
て
当
該
事
項
を
記

、

載
し
た
書
面
の
提
出
を
省
略
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る

ま
た

第
2
7
条
の
４
第
５
項
の
規
定
に
よ
り

第
2
7
条
の
３
の

。
、

、

３
第
３
項
第
２
号
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
て
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
を
省
略
す
る
と
き
は

「
【出

願
、

番
号

】
」の

次
に

「
【優
先
権
証
明
書
提
供
国

（機
関

）
】
」及

び

「
【提

供
国

（機
関

）に
お
け
る
出
願
の
番
号

】
」

の
欄
を
設
け
て

特
許
法
第

4
3
条
第
２
項
に
規
定
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
特
許
庁
長

、

官
に
提
供
す
る
国
の
国
名
又
は
国
際
機
関
の
名
称
及
び
そ
の
国
又
は
国
際
機
関
に
お
い
て
し
た
出
願
の
番
号
を
記
載
し

、

第
2
7
条
の
３
の
３
第
３
項
第
３
号
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
て
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
を
省
略
す
る
と
き

は

「
【出

願
番
号

】
」の

次
に

「
【出

願
の
区
分

】
」及

び

「
【ア

ク
セ
ス
コ

ード

】
」の

欄
を
設
け
て

そ
れ
ぞ
れ

、
、
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優
先
権
の
主
張
の
基
礎
と
し
た
出
願
の
区
分

（
「特

許

」

「実
用
新
案
登
録

」等
の
別

）及
び
特
許
法
第

4
3
条
第
２

、
、

項
に
規
定
す
る
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
特
許
庁
長
官
に
提
供
す
る
た
め
の
ア
ク
セ
ス
コ

ー

ド
を
記
載
し

そ
の
次
に

「
【優

先
権
証
明
書
提
供
国

（機
関

）
】
」の

欄
を
設
け
て
特
許
法
第

4
3
条
第
２
項
に
規
定
す

、

る
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
特
許
庁
長
官
に
提
供
す
る
国
の
国
名
を
記
載
し

又
は

「世
界

、

知
的
所
有
権
機
関

」と
記
載
す
る

な
お

追
加
す
る
優
先
権
の
主
張
が
２
以
上
と
な
る
と
き
は

次
の
よ
う
に
欄
を
繰

。
、

、

り
返
し
設
け
て
記
載
す
る

。

【パ
リ
条
約
に
よ
る
優
先
権
等
の
主
張

】

【国
名

】

【出
願
日

】

【出
願
番
号

】

（
【出
願
の
区
分

】
）

（
【ア

ク
セ
ス
コ

ード

】
）

（
【優

先
権
証
明
書
提
供
国

（機
関

）
】
）
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（
【提

供
国

（機
関

）に
お
け
る
出
願
の
番
号

】
）

【パ
リ
条
約
に
よ
る
優
先
権
等
の
主
張

】

【国
名

】

【出
願
日

】

【出
願
番
号

】

（
【出

願
の
区
分

】
）

（
【ア

ク
セ
ス
コ

ード

】
）

（
【優

先
権
証
明
書
提
供
国

（機
関

）
】
）

（
【提

供
国

（機
関

）に
お
け
る
出
願
の
番
号

】
）

ま
た

当
該
優
先
権
の
主
張
が
同
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項

（同
法
第

4
3
条
の
３
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

、

む

）の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は

「
【提

出
物
件
の
目
録

】
」の

欄
の
次
に

「
【そ

の
他

】
」の

欄
を
設

。
、

、

け
て

「特
許
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項

（同
法
第

4
3
条
の
３
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）の
規
定
に
よ

、
。

る
優
先
権
の
主
張

」と
記
載
す
る

。
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２
特
許
法
第

4
1
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【優

先
権
の
主
張

】
」
（備

考
１

、

に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は

「
【パ

リ
条
約
に
よ
る
優
先
権
等
の
主
張

】
」
）の

欄
の
次
に

「
【先

の
出
願
に
基

、
、

づ
く
優
先
権
主
張

】
」の

欄
を
設
け

そ
の
欄
に

「
【出
願
番
号

】
」
（先

の
出
願
が
国
際
特
許
出
願
又
は
国
際
実
用
新

、

案
登
録
出
願
に
あ
つ
て
は

「
【出

願
番
号

】
」を

「
【国

際
出
願
番
号

】
」と

す
る

）及
び

「
【出

願
日

】
」の

欄
、

。

を
設
け
て

先
の
出
願
の
番
号

（先
の
出
願
が
国
際
特
許
出
願
又
は
国
際
実
用
新
案
登
録
出
願
に
あ
つ
て
は

国
際
出
願

、
、

番
号

）及
び
年
月
日
を
記
載
す
る

た
だ
し

先
の
出
願
の
番
号
が
通
知
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は

「
【出

願
日

】
」の

。
、

、

欄
に
は

「平
成
何
年
何
月
何
日
提
出
の
特
許
願

」の
よ
う
に
先
の
出
願
の
年
月
日
を
記
載
し

「
【出

願
日

】
」の

欄
の

、

次
に

「
【整

理
番
号

】
」の
欄
を
設
け
て

先
の
出
願
の
願
書
に
記
載
し
た
整
理
番
号
を
記
載
す
る

な
お

追
加
す
る

、
。

、

優
先
権
の
主
張
が
２
以
上
と
な
る
と
き
は

次
の
よ
う
に
欄
を
繰
り
返
し
設
け
て
記
載
す
る

、
。

【先
の
出
願
に
基
づ
く
優
先
権
主
張

】

【出
願
番
号

】

【出
願
日

】

【先
の
出
願
に
基
づ
く
優
先
権
主
張

】
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【出
願
番
号

】

【出
願
日

】

ま
た

当
該
優
先
権
の
主
張
が
同
項
第
１
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は

「

、
、

【提
出
物
件
の
目
録

】
」の

欄
の
次
に

「
【そ

の
他

】
」の

欄
を
設
け
て

「特
許
法
第

4
1
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る

、
、

優
先
権
の
主
張

（同
項
第
１
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
す
る
も
の
に
限
る

）
」と

記
載
す
る

。
。

３
そ
の
他
は

様
式
第
２
の
備
考
１
か
ら
４
ま
で

1
0
か
ら

1
4
ま
で

1
6
か
ら

1
9
ま
で
及
び

2
3
か
ら

2
6
ま
で

様
式
第
４

、
、

、
、

の
備
考
２
及
び
４

様
式
第

1
5
の
２
の
備
考
２

様
式
第

1
6
の
備
考
２
並
び
に
様
式
第

2
6
の
備
考
９
と
同
様
と
す
る

、
、

。

様
式
第

3
6
の
３

（第
2
7
条
の
４
の
２

第
3
8
条
の

1
4
関
係

）

、

【書
類
名

】

回
復
理
由
書

（
【提

出
日

】

平
成

年
月

日

）

【あ
て
先

】

特
許
庁
長
官

殿

【出
願
の
表
示

】

【出
願
番
号

】
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【特
許
出
願
人

】

【識
別
番
号

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

【代
理
人

】

【識
別
番
号

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

【回
復
の
理
由

】

【提
出
物
件
の
目
録

】

〔備
考

〕

１

「
【回

復
の
理
由

】
」の

欄
に
は

特
許
法
第

4
1
条
第
１
項
に
規
定
す
る
先
の
出
願
の
日
か
ら
１
年
以
内
又
は
パ
リ
条

、

約
第
４
条
Ａ

(
1
)
に
規
定
す
る
優
先
期
間
内
に
特
許
出
願
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
理
由
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
載
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す
る

。

２
「
【提

出
物
件
の
目
録

】
」の

欄
に

「
【物

件
名

】
」の

欄
を
設
け
て

「
【回

復
の
理
由

】
」の

欄
に
記
載
し
た
理

、

由
を
証
明
す
る
書
類
名
を
記
載
す
る

。

３
第

2
7
条
の
４
の
２
第
６
項

（同
条
第
７
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）及
び
第

3
8
条
の

1
4
第
５
項

（同
条
第

。

６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）の
規
定
に
よ
り

２
以
上
の
事
件
に
つ
い
て
回
復
理
由
書
を
提
出
す
る
と
き

。
、

は

「
【出

願
の
表
示

】
」の

欄
に
は

「別
紙
の
と
お
り

」と
記
載
し

別
の
用
紙
に
次
の
よ
う
に

「
【別

紙

】
」と

、
、

、

記
載
し
て

当
該
回
復
理
由
書
の
提
出
に
係
る
出
願
の
表
示

（出
願
の
表
示
の
区
切
り
に
は
読
点

「

」を
付
す
こ
と

、
、

。

）を
記
載
す
る

。

【別
紙

】

特
願
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○

特
願
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○

、
、

特
願
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○

特
願
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○

、
、

４
そ
の
他
は

様
式
第
２
の
備
考
１
か
ら
４
ま
で

1
0
か
ら

1
4
ま
で

1
6
か
ら

1
9
ま
で
及
び

2
3
か
ら

2
6
ま
で

様
式
第
４

、
、

、
、

の
備
考
２
及
び
４

様
式
第

1
5
の
２
の
備
考
２
並
び
に
様
式
第

2
6
の
備
考
９
と
同
様
と
す
る

、
。
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様
式
第
四
十
四
の
備
考
８
を
同
様
式
の
備
考
９
と
し
、
同
様
式
の
備
考
７
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８
特
許
法
第

4
8
条
の
３
第
５
項

（同
条
第
７
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）の
規
定
に
よ
り
出
願
審
査
の
請
求

。

を
す
る
と
き
は

「
【代

理
人

】
」
（
「
【調

査
報
告
番
号

】
」の

欄
を
設
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は

「
【調

査
報
告
番
号

、

】
」

「
【手

数
料
の
表
示

】
」の

欄
を
設
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は

「
【手

数
料
の
表
示

】
」

備
考
５
に
該
当
す
る
場

、
、

合
に
あ
つ
て
は

「
【持

分
の
割
合

】
」又

は

「
【そ

の
他

】
」

備
考
６
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は

「
【手

数
料
に

、

関
す
る
特
記
事
項

】
」
）の

欄
の
次
に

「
【そ

の
他

】
」の

欄
を
設
け
て

「特
許
法
第

4
8
条
の
３
第
５
項

（同
条
第
７

、

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）の
規
定
に
よ
る
出
願
審
査
の
請
求

」と
記
載
す
る

。
。

様
式
第
五
十
二
の
二
中
「及
び
第

3
8
条
の
２
の
３

」
を
「

第
3
8
条
の
２
の
３
及
び
第

3
8
条
の

1
4
の
２

」
に
改
め
る
。

、

様
式
第
六
十
一
の
二
中
「様

式
第

6
1
の
２

（第
4
6
条
関
係

）
」
を
「様

式
第

6
1
の
６

（第
4
6
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様

式
を
様
式
第
六
十
一
の
六
と
す
る
。

様
式
第
六
十
一
の
次
に
次
の
四
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第

6
1
の
２

（第
4
5
条
の
２
関
係

）

特
許

異
議

申
立

書
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特
許

（平
成

年
月

日

）

印
紙

（

円
）

特
許
庁
長
官

殿

１
特
許
異
議
の
申
立
て
に
係
る
特
許
の
表
示

特
許
番
号

請
求
項
の
表
示

２
特
許
異
議
申
立
人

住
所

（居
所

）

（電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

）

氏
名

（名
称

）

㊞

（国
籍

）

３
代
理
人
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住
所

（居
所

）

（電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

）

氏
名

（名
称

）

㊞

４
申
立
て
の
理
由

５
意
見
書
提
出
の
希
望
の
有
無

６
証
拠
方
法

７
添
付
書
類
又
は
添
付
物
件
の
目
録

〔備
考

〕

１

「特
許
異
議
の
申
立
て
に
係
る
特
許
の
表
示

」の
欄
の

「請
求
項
の
表
示

」の
欄
に
は

「請
求
項
１

」

「請
求

、
、

項
２

」の
よ
う
に
請
求
項
に
付
し
た
番
号
を
記
載
す
る

た
だ
し

す
べ
て
の
請
求
項
に
つ
い
て
特
許
異
議
の
申
立
て

。
、

を
す
る
と
き
は

「全
請
求
項

」と
記
載
す
る

、
。

２
特
許
異
議
の
申
立
て
前
に
証
拠
保
全
の
た
め
の
証
拠
調
べ
が
行
わ
れ
た
と
き
は

「特
許
異
議
の
申
立
て
に
係
る
特

、

許
の
表
示

」の
欄
に

「証
拠
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○
関
連
特
許
異
議
事
件

」の
よ
う
に
証
拠
保
全
申
立
事
件
の
表
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示
を
記
載
す
る

。

３
「氏

名

（名
称

）
」の

欄
に
は

法
人
又
は
法
人
で
は
な
い
社
団
等
に
あ
つ
て
は

名
称
を
記
載
し

そ
の
次
に

「

、
、

、

代
表
者

」の
欄
を
設
け
て

そ
の
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し

代
表
者
の
印
を
押
す

ま
た

そ
の
法
人
の
名
称
が
法

、
、

。
、

人
等
を
表
す
文
字
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は

「代
表
者

」の
欄
の
次
に

「法
人
の
法
的
性
質

」の
欄
を
設
け

、

て

「○
○
法
の
規
定
に
よ
る
法
人

」

外
国
法
人
に
あ
つ
て
は

「○
○
国
の
法
律
に
基
づ
く
法
人

」又
は
法
人
で
な

、
、

い
社
団
等
に
あ
つ
て
は

「代
表
者

（管
理
人

）の
定
め
の
あ
る
社
団

（財
団

）
」の

よ
う
に
当
該
法
人
等
の
法
的
性
質

を
記
載
す
る

。

４

「代
理
人

」の
欄
に
記
載
す
べ
き
者
が
２
人
以
上
あ
る
と
き
は

「代
理
人

」の
欄
を
繰
り
返
し
設
け
て
記
載
す
る

、

こ
の
場
合
に
お
い
て

な
る
べ
く

担
当
弁
理
士
の

「代
理
人

」の
欄
の
中
に

「電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

。
、

、

」及
び

「連
絡
先

」の
欄
を
設
け

「電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

」の
欄
に
は
電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番

、

号
を

「連
絡
先

」の
欄
に
は

「担
当

」と
記
載
す
る

ま
た

代
理
人
が
特
許
業
務
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は

な
、

。
、

、

る
べ
く

「代
理
人

」の
欄
の
中
に

「電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

」及
び

「連
絡
先

」の
欄
を
設
け

「電
話

、
、

又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

」の
欄
に
は
電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号
を

「連
絡
先

」の
欄
に
は

「担
当
は

○

、
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○
○
○
」の

よ
う
に
当
該
法
人
に
所
属
す
る
担
当
弁
理
士
の
名
前
を
記
載
し

指
定
社
員
制
度
を
利
用
し
た
事
件
の
場

、

合
に
あ
つ
て
は

な
る
べ
く

「代
理
人

」の
欄
の
中
に

「電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

」及
び

「連
絡
先

」の
、

、

欄
を
設
け

「電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

」の
欄
に
は
電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号
を

「連
絡
先

」の
、

、

欄
に
は

「担
当
は
指
定
社
員

○
○
○
○
」の

よ
う
に
指
定
社
員
の
名
前
を
記
載
す
る

。

５

「意
見
書
提
出
の
希
望
の
有
無

」の
欄
に
は

特
許
法
第

1
2
0
条
の
５
第
５
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
を
希

、

望
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
か
否
か
が
明
確
に
分
か
る
よ
う
に

「希
望
す
る

」又
は

「希
望
し
な
い

」と
記
載
す
る

、

。

６

「証
拠
方
法

」の
欄
に
は

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
と
と
も
に

立
証
事
項
と
証
拠
と
の
関
係
を
具
体
的
に

、
、

明
示
し
て
記
載
す
る

。

イ
証
拠
方
法
が
証
人
で
あ
る
と
き
は

立
証
事
項

証
人
の
氏
名

住
所
又
は
居
所
及
び
職
業

尋
問
事
項
並
び
に

、
、

、
、

尋
問
に
要
す
る
見
込
み
の
時
間

ロ
証
拠
方
法
が
鑑
定
人
で
あ
る
と
き
は

立
証
事
項

鑑
定
人
の
氏
名

住
所
又
は
居
所
及
び
職
業
並
び
に
鑑
定
事

、
、

、

項
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ハ
証
拠
方
法
が
当
事
者
で
あ
る
と
き
は

立
証
事
項

そ
の
当
事
者
の
氏
名

住
所
又
は
居
所
及
び
職
業

尋
問
事

、
、

、
、

項
並
び
に
尋
問
に
要
す
る
見
込
み
の
時
間

ニ
証
拠
方
法
が
文
書
で
あ
る
と
き
は

立
証
事
項
及
び
そ
の
文
書
に
付
す
べ
き
符
号

、

ホ
証
拠
方
法
が
検
証
物
で
あ
る
と
き
は

立
証
事
項

そ
の
検
証
物
に
付
す
べ
き
符
号
及
び
検
証
物
の
表
示

、
、

７
第
９
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
包
括
委
任
状
を
援
用
す
る
と
き
は

「添
付
書
類
又
は
添
付
物
件
の
目
録

」の
、

欄
の
次
に

「包
括
委
任
状
番
号

」の
欄
を
設
け
て

包
括
委
任
状
の
番
号
を
記
載
す
る

ま
た

２
以
上
の
包
括
委
任

、
。

、

状
を
援
用
す
る
と
き
は

「添
付
書
類
又
は
添
付
物
件
の
目
録

」の
欄
の
次
に

「包
括
委
任
状
番
号

」の
欄
を
繰
り
返

、

し
設
け
て
記
載
す
る

。

８
そ
の
他
は

様
式
第
３
の
備
考
１
か
ら
４
ま
で

７
９
か
ら

1
1
ま
で
及
び

1
4
か
ら

1
6
ま
で

様
式
第
５
の
備
考
３

、
、

、
、

様
式
第

5
6
の
備
考
８
並
び
に
様
式
第

5
7
の
備
考
２
と
同
様
と
す
る

、
。

様
式
第

6
1
の
３

（第
4
5
条
の
３
関
係

）

意
見

書

（平
成

年
月

日

）
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特
許
庁
審
判
長

殿

１
異
議
番
号

２
特
許
権
者

（参
加
人

）

住
所

（居
所

）

（電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

）

氏
名

（名
称

）

㊞

（国
籍

）

３
代
理
人

住
所

（居
所

）

（電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

）

氏
名

（名
称

）

㊞

４
取
消
理
由
通
知
の
日
付

５
意
見
の
内
容
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６
証
拠
方
法

７
添
付
書
類
又
は
添
付
物
件
の
目
録

〔備
考

〕

１

「異
議
番
号

」の
欄
に
は

「異
議
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
○

」の
よ
う
に
特
許
異
議
の
番
号
を
記
載
す
る

、
。

２
特
許
法
第

1
2
0
条
の
５
第
６
項
の
意
見
書
を
提
出
す
る
と
き
は

「取
消
理
由
通
知
の
日
付

」の
欄
を

「訂
正
拒
絶

、

理
由
通
知
の
日
付

」と
す
る

。

３
そ
の
他
は

様
式
第
３
の
備
考
１
か
ら
３
ま
で

７
か
ら

1
1
ま
で
及
び

1
4
か
ら

1
6
ま
で

様
式
第
５
の
備
考
３

様
、

、
、

、

式
第

5
7
の
備
考
２
並
び
に
様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

６
及
び
７
と
同
様
と
す
る

、
。

様
式
第

6
1
の
４

（第
4
5
条
の
３
関
係

）

訂
正

請
求

書

特
許

（平
成

年
月

日

）

印
紙

（

円

）
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特
許
庁
審
判
長

殿

１
異
議
番
号

２
特
許
番
号

３
請
求
項
の
数

４
請
求
人

住
所

（居
所

）

（電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

）
氏
名

（名
称

）

㊞

（国
籍

）

５
代
理
人

住
所

（居
所

）

（電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

）

氏
名

（名
称

）

㊞
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６
請
求
の
趣
旨

７
請
求
の
理
由

８
添
付
書
類
の
目
録

〔備
考

〕

１

「請
求
の
趣
旨

」の
欄
は

請
求
項
ご
と
又
は
一
群
の
請
求
項
ご
と
に
請
求
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は

第
4
6
条
の

、
、

２
第
１
項
及
び
特
許
法
第

1
2
0
条
の
５
第
９
項

（同
法
第

1
7
4
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）に
お
い

。

て
準
用
す
る
同
法
第

1
3
1
条
第
３
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い

請
求
項
ご
と
又
は
一
群
の
請
求
項
ご
と
の
請
求
で

、

あ
る
旨
を
記
載
す
る

。

２

「請
求
の
理
由

」の
欄
は

「１

．設
定
登
録
の
経
緯

」

「２

．訂
正
の
理
由

」

「３

．訂
正
事
項

」

「４
、

、
、

、

．訂
正
の
原
因

」の
よ
う
に
項
目
を
設
け
て
記
載
し

「３

．訂
正
事
項

」及
び

「４

．訂
正
の
原
因

」の
欄
は

請
、

、

求
項
ご
と
又
は
一
群
の
請
求
項
ご
と
に
請
求
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は

第
4
6
条
の
２
第
１
項
及
び
特
許
法
第

1
2
0
条

、

の
５
第
９
項

（同
法
第

1
7
4
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

1
3
1
条
第
３

。

項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い

請
求
項
ご
と
に
又
は
一
群
の
請
求
項
ご
と
に

明
細
書
又
は
図
面
の
訂
正
と
の
関
係

、
、
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を
記
載
す
る

。

３
第

2
7
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
国
と
国
以
外
の
者
の
共
有
に
係
る
特
許
権
で
あ
つ
て

国
以
外
の
者
の
持
分
の
割
合

、

に
乗
じ
て
得
た
額
を
納
付
す
る
と
き
は

「７
請
求
の
理
由

」の
欄
の
次
に

「８
国
以
外
の
す
べ
て
の
者
の
持
分

、

の
割
合

」の
欄
を
設
け
て

「○
／
○

」の
よ
う
に
記
載
す
る

、
。

４
そ
の
他
は

様
式
第
３
の
備
考
１
か
ら
４
ま
で

７
か
ら

1
1
ま
で
及
び

1
4
か
ら

1
6
ま
で

様
式
第
５
の
備
考
３

様
、

、
、

、

式
第

1
0
の
備
考
６

様
式
第

5
6
の
備
考
８

様
式
第

5
7
の
備
考
２

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４
並
び
に
様
式
第

6
1
の
３

、
、

、

の
備
考
１
と
同
様
と
す
る

。

様
式
第

6
1
の
５

（第
4
5
条
の
３
関
係

）

意
見

書

（平
成

年
月

日

）

特
許
庁
審
判
長

殿

１
異
議
番
号

２
特
許
異
議
申
立
人
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住
所

（居
所

）

（電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

）

氏
名

（名
称

）

㊞

３
代
理
人

住
所

（居
所

）

（電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
番
号

）

氏
名

（名
称

）

㊞

４
意
見
の
内
容

５
証
拠
方
法

６
添
付
書
類
又
は
添
付
物
件
の
目
録

〔備
考

〕

様
式
第
３
の
備
考
１
か
ら
３
ま
で

７
か
ら

1
1
ま
で
及
び

1
4
か
ら

1
6
ま
で

様
式
第
５
の
備
考
３

様
式
第

5
7
の
備
考

、
、

、

２
様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４
及
び
６
並
び
に
様
式
第

6
1
の
３
の
備
考
１
と
同
様
と
す
る

、
。
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様
式
第
六
十
二
中
「第

4
6
条
の
３

」
を
「第

4
6
条
の
２

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「訂

正
審
判

」
の
下
に
「又

は

訂
正
審
判
若
し
く
は
特
許
異
議
の
申
立
て
に
対
す
る
再
審

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
５
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「

第
4
6
条
の
３

」
を
「第

4
6
条
の
２

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
５
と
し
、
同
様
式
の
備
考
７
の
ハ
中
「第

4
6
条
の

３

」
を
「第

4
6
条
の
２

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
６
と
し
、
同
様
式
の
備
考
８
及
び
備
考
９
を
削
り
、
同
様
式

の
備
考

を
同
様
式
の
備
考
７
と
し
、
同
様
式
の
備
考

を
同
様
式
の
備
考
８
と
し
、
同
様
式
の
備
考

中
「

様
式
第

1
0

10

11

12

、

の
備
考
６

」
を
削
り
、
「並

び
に

」
を
「

」
に
改
め
、
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「並

び
に
様
式
第

6
1
の
２
の
備

、

考
３

４
６
及
び
７

」
を
加
え
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
９
と
す
る
。

、
、

様
式
第
六
十
三
の
備
考
３
中
「様

式
第

6
2
の
備
考
８

」
を
「様

式
第

6
1
の
２
の
備
考
４
及
び
６

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同

様
式
の
備
考
４
と
し
、
同
様
式
の
備
考
２
を
同
様
式
の
備
考
３
と
し
、
同
様
式
の
備
考
１
を
同
様
式
の
備
考
２
と
し
、
同
備

考
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

「審
判
番
号

」の
欄
に
は

「無
効

○
○
○
○－

○
○
○
○
○
」の

よ
う
に
審
判
の
番
号
を
記
載
す
る

、
。

様
式
第
六
十
三
の
二
中
「様

式
第

6
3
の
２

（第
4
6
条
の
３
及
び
第

4
7
条
関
係

）
」
を
「様

式
第

6
3
の
２

（第
4
6
条
の
２
及

び
第

4
7
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
及
び
備
考
３
中
「第

4
6
条
の
３

」
を
「第

4
6
条
の
２

」
に
改
め
、
同
様
式
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の
備
考
５
中
「並

び
に
様
式
第

5
7
の
備
考
２

」
を
「

様
式
第

5
7
の
備
考
２
並
び
に
様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
に
改
め
る
。

、

様
式
第
六
十
三
の
三
の
備
考
４
及
び
様
式
第
六
十
三
の
四
の
備
考
３
中
「様

式
第

6
2
の
備
考
８

」
を
「様

式
第

6
1
の
２
の

備
考
４
及
び
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
三
の
五
の
備
考
２
及
び
様
式
第
六
十
三
の
六
の
備
考
３
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1

、

の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

様
式
第
六
十
四
の
備
考
５
中
「様

式
第

6
2
の
備
考
９

」
を
「様

式
第

6
1
の
２
の
備
考
４
及
び
７

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
四
の
二
の
備
考
３
中
「並

び
に
様
式
第

5
7
の
備
考
２

」
を
「

様
式
第

5
7
の
備
考
２
並
び
に
様
式
第

6
1
の
２

、

の
備
考
４

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
四
の
三
の
備
考
２
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
備
考
１
中
「欄

に
は

」
の
下
に
「
「特

許
法
第

1
1
9
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
参
加

」又
は

」
を
加

、

え
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「欄

に
は

」
の
下
に
「特

許
法
第

1
1
9
条
第
１
項
又
は

」
を
、
「当

該

」
の
下
に
「特

許
異
議

、

申
立
事
件
又
は

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「並

び
に
様
式
第

6
2
の
備
考
５

」
を
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
３
及
び

、

４
並
び
に
様
式
第

6
3
の
３
の
備
考
１

」
に
改
め
る
。
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様
式
第
六
十
五
の
二
の
備
考
２
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
三
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、
様
式
第
六
十
五
の
四
中
「特

許
庁
長
官

殿

」
を
「特

許
庁
長
官

殿

に
改
め
、
同
様
式

（特
許
庁
審
判
長

殿

）
」

の
備
考
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
五
中
「特

許
庁
審
判
長

殿

」
を
「特

許
庁
長
官

殿

に
改
め
、
同
様

（特
許
庁
審
判
長

殿

）
」

式
の
備
考
中
「備

考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
五
の
二
の
備
考
中
「様

式
第

2
5
の
備
考
１

」
を
「様

式
第

5
6
の
備
考
８

」
に
改
め
、
「様

式
第

5
7
の
備

考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
、
「様

式
第

6
3
の
２

」
の
下
に
「の

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
六
の
備
考
２
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
七
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
八
中
「特

許
庁
審
査
官

殿

」
を
「特

許
庁
長
官

殿

に
改
め
、
同
様
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（特
許
庁
審
判
長

殿

）
」

式
の
備
考
２
中
「1

6
ま
で

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、
様
式
第
六
十
五
の
九
の
備
考
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様
式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
十
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
十
一
の
備
考
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
十
二
の
備
考
中
「様
式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
十
三
の
備
考
２
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
十
四
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
十
五
の
備
考
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
十
六
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
十
七
の
備
考
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
十
八
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
十
九
の
備
考
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。
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様
式
第
六
十
五
の
二
十
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
二
十
一
の
備
考
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様
式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
二
十
二
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
二
十
三
の
備
考
中
「様

式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
二
十
四
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
五
の
二
十
五
の
備
考
２
中
「様
式
第

6
1
の
２

」
を
「様

式
第

6
1
の
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
の
二
十
六
の
備
考
中
「様

式
第

5
7
の
備
考
２

」
の
下
に
「

様
式
第

6
1
の
２
の
備
考
４

」
を
加
え
る
。

、

様
式
第
六
十
六
の
備
考
５
中
「備

考
１
か
ら
４

」
を
「備

考
１
か
ら
３

」
に
、
「様

式
第

6
2
の
備
考
５

」
を
「様

式
第

6
1

の
２
の
備
考
３
及
び
４

」
に
改
め
る
。

（
実
用
新
案
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

実
用
新
案
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
」
及
び
「
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
」
を

削
り
、
同
条
を
第
一
条
の
二
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
手
続
の
補
正
の
期
間
）

第
一
条

実
用
新
案
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
期
間
は
、
実
用
新
案
登
録
出
願
の
日
（
同
法
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
同
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
用
新
案
登
録
出
願
に

つ
い
て
、
実
用
新
案
法
第
二
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
書
面
又
は
同
法

第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
四
十
三
条
第
一
項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
特
許
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
四
十
三
条
の
三
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
規
定
す
る
書
面
に
つ
い
て
補
正
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
実
用
新
案
登
録
出
願
の
日
、
実
用
新
案
法
第
四
十
八
条

の
十
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
用
新
案
登
録
出
願
と
み
な
さ
れ
た
国
際
出
願
に
つ
い
て
の
手
続
を
補
正
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
同
法
第
四
十
八
条
の
十
六
第
四
項
に
規
定
す
る
決
定
の
日
）
か
ら
一
月
と
す
る
。

第
十
八
条
の
二
中
「
第
二
条
」
を
「
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
七
号
）
第
一
条
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
三
中
「
第
二
条
」
を
「
第
一
条
」
に
改
め
る
。
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第
二
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
実
用
新
案
登
録
出
願
等
に
基
づ
く
優
先
権
主
張
の
取
下
げ
）

第
二
十
二
条
の
三

実
用
新
案
法
第
四
十
八
条
の
十
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
九
条
第
一
項
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
四
月
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
第
十
四
号
」
を
「
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
及
び
第
十
七
号
」
に
改
め
、
「
、
第
十

一
条
の
二
」
の
下
に
「
か
ら
第
十
一
条
の
二
の
三
ま
で
」
を
加
え
、
「
「
十
三

再
審
の
請
求
」
」
を
「
「
十
六

再
審
の

「
十
三

再
審
の
請
求

「
十
六

再
審
の
請
求

請
求
」
」
に
、

十
三
の
二

実
用
新
案
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
訂
正
」
を

十
六
の
二

実
用
新
案
法
第
十
四

に
、
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
条
」
に
、
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
二
項
」
に
改

条
の
二
の
規
定
に
よ
る
訂
正
」

め
、
「
若
し
く
は
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
七
条
の
四
の
二
第
五
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
、
第
三
十
一
条
の
二
第
七
項
」
を
、
「
、
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
十
四
第
四
項
（
同

条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
若
し
く
は
第
二
十
三
条
第
三
項
」
を
「
、
第
二
十
三
条
第
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二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
施
行
規
則
第
二
十
七
条
の
四
の
二
第
五
項
（
第
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特

許
法
施
行
規
則
第
二
十
七
条
の
四
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、

「
特
許
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
十
三
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
施

行
規
則
第
三
十
八
条
の
十
四
第
四
項
（
第
二
十
三
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
十
四
第

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
「
同
条
第
八
項
」
と
」
の
下
に
「
、
特
許
法
施

行
規
則
第
二
十
七
条
の
四
の
二
中
「
特
許
法
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
八
条
第
一
項
」
と
、
同

条
第
三
項
中
「
特
許
法
第
四
十
一
条
第
四
項
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
八
条
第
四
項
及
び
同
法
第
十
一
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
」
と
、
「
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許

法
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
特
許
出
願
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
登
録
出
願
」
と
、
「
特
許
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第

四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
十
条
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
四
十
四
条
第
一
項
」
と
、
「
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
、

」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
八
条
第
一
項
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
」
と
、
「
優
先
日
（

優
先
権
主
張
書
面
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
優
先
日
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
変
更
前
の
優
先
日
又
は
変
更
後
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の
優
先
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
一
年
四
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に

よ
る
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
特
許
出
願
の
日
か
ら
四
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
（
出
願
審
査

の
請
求
又
は
出
願
公
開
の
請
求
が
あ
つ
た
後
の
期
間
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
実
用
新
案
登
録
出
願
の
日
か
ら
一

月
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
特
許
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
六
条
の
二

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許

法
第
四
十
四
条
第
一
項
」
と
、
「
特
許
出
願
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
登
録
出
願
」
と
、
「
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
又

は
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
八
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
」
と
、
「
優
先
日
か

ら
一
年
四
月
、
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
新
た
な
特
許
出
願
に
係
る
も
と
の
特
許
出
願
の
日
、
同
法
第
四
十

六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
出
願
の
変
更
に
係
る
も
と
の
出
願
の
日
若
し
く
は
同
法
第
四
十
六
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
の
基
礎
と
し
た
実
用
新
案
登
録
に
係
る
実
用
新
案
登
録
出
願
の
日
か
ら
四
月
又
は
同
法
第
四

十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
を
し
た

日
か
ら
一
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
（
出
願
審
査
の
請
求
又
は
出
願
公
開
の
請
求
が
あ
つ
た

後
の
期
間
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
実
用
新
案
登
録
出
願
の
日
か
ら
一
月
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
特
許
法
第
四
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十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
四
十
三
条
の

二
第
一
項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
七
項
中
「
特
許
法
第

百
八
十
四
条
の
二
十
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
四
十
八
条
の
十
六
第
四
項
」
と
」
を
、
「
第
六
条
の
二
」
」

の
下
に
「
と
、
特
許
法
施
行
規
則
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
中
「
特
許
法
第
四
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
」
と
あ
る
の
は

「
実
用
新
案
法
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
」
」
を
加
え
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第

八
章
」
を
「
第
九
章
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
六
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

７

特
許
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
十
四
（
国
際
特
許
出
願
等
に
つ
い
て
の
優
先
権
書
類
の
提
出
）
の
規
定
は
、
実
用
新

案
法
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
の
国
際
実
用
新
案
登
録
出
願
及
び
同
法
第
四
十
八
条
の
十
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
用

新
案
登
録
出
願
と
み
な
さ
れ
た
国
際
出
願
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
特
許
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
十
四

第
一
項
中
「
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
十
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
四
十
八
条
の
十
六
第
一
項
」
と
、

同
条
第
三
項
中
「
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
十
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
四
十
八
条
の
十
六
第
四
項
」

と
、
「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
一
項
」
と
、
「
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
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の
は
「
実
用
新
案
法
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
特
許
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る

の
は
「
実
用
新
案
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
十
第
四
項
」
と
あ
る

の
は
「
実
用
新
案
法
第
四
十
八
条
の
十
六
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

特
許
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
十
四
の
二
（
受
理
官
庁
に
よ
る
優
先
権
の
回
復
の
効
果
等
）
の
規
定
は
、
実
用
新
案

法
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
の
国
際
実
用
新
案
登
録
出
願
に
準
用
す
る
。

様
式
第
一
中
「第

１
条

」
の
下
に
「の
２

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考

中
「第

１
条
第
３
項

」
を
「第

１
条
の
２
第
３

25

項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考

中
「第

2
7
条
の
４
第
１
項

」
を
「第

2
7
条
の
４
第
３
項

」
に
、
「第

2
7
条
の
４
第
３
項

」

30

を
「第

2
7
条
の
４
第
５
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考

中
「第

2
7
条
の
４
第
１
項

」
を
「第

2
7
条
の
４
第
３
項

」
に
改
め

31

、
同
様
式
の
備
考

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

39

4
0
実
用
新
案
法
第
８
条
第
１
項

（同
項
第
１
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に
す
る
も
の
に
限
る

）の
規
定

。

に
よ
る
優
先
権
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【提

出
物
件
の
目
録

】
」の

欄
の
次
に

「
【そ

の
他

】
」の

欄
を

、
、

設
け
て

「実
用
新
案
法
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張

（同
項
第
１
号
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ

、

る
と
き
に
す
る
も
の
に
限
る

）を
伴
う
実
用
新
案
登
録
出
願

」と
記
載
す
る

ま
た

同
法
第

1
1
条
第
１
項
に
お
い
て

。
。

、
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準
用
す
る
特
許
法
第

4
3
条
の
２
第
１
項

（実
用
新
案
法
第

1
1
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第

4
3
条
の
３
第
３
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）の
規
定
に
よ
る
優
先
権
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【提

出
物
件
の
目
録

。
、

】
」の

欄
の
次
に

「
【そ

の
他

】
」の

欄
を
設
け
て

「実
用
新
案
法
第

1
1
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第

、
、

4
3
条
の
２
第
１
項

（実
用
新
案
法
第

1
1
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第

4
3
条
の
３
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む

）の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
実
用
新
案
登
録
出
願

」と
記
載
す
る

。
。

様
式
第
二
中
「第

１
条

」
の
下
に
「の
２

」
を
加
え
る
。

様
式
第
六
の
備
考
１
中
「第

5
4
条
第

1
0
項

」
を
「第

5
4
条
第
８
項

」
に
改
め
る
。

（
商
標
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

商
標
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
を
「
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
九
項

」
を
「
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
様
式
第
九
の
二
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
様
式
第
九
の
三
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
立
体
商
標
」
を
「
立
体
的
形
状
（
文
字
、
図
形
、
記
号
若
し
く
は
色
彩
又
は
こ
れ
ら
の
結
合
と
の
結
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合
を
含
む
。
）
か
ら
な
る
商
標
（
以
下
「
立
体
商
標
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
の
三
と
し
、
第
三
条
の
次

に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
動
き
商
標
の
願
書
へ
の
記
載
）

第
四
条

商
標
に
係
る
文
字
、
図
形
、
記
号
、
立
体
的
形
状
又
は
色
彩
が
変
化
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
変
化
の
前
後
に

わ
た
る
そ
の
文
字
、
図
形
、
記
号
、
立
体
的
形
状
若
し
く
は
色
彩
又
は
こ
れ
ら
の
結
合
か
ら
な
る
商
標
（
以
下
「
変
化
商

標
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
時
間
の
経
過
に
伴
つ
て
変
化
す
る
も
の
（
以
下
「
動
き
商
標
」
と
い
う
。
）
の
商
標
法
第
五

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
願
書
へ
の
記
載
は
、
そ
の
商
標
の
時
間
の
経
過
に
伴
う
変
化
の
状
態
が
特
定
さ
れ
る
よ

う
に
表
示
し
た
一
又
は
異
な
る
二
以
上
の
図
又
は
写
真
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ホ
ロ
グ
ラ
ム
商
標
の
願
書
へ
の
記
載
）

第
四
条
の
二

変
化
商
標
の
う
ち
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
変
化
す
る
も
の
（
前
条
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
以
下
「
ホ
ロ
グ
ラ
ム
商
標
」
と
い
う
。
）
の
商
標
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
願
書
へ
の
記
載
は
、
そ

の
商
標
の
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
変
化
の
前
後
の
状
態
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
に
表
示
し
た
一
又
は
異
な

る
二
以
上
の
図
又
は
写
真
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
条
の
三
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
色
彩
の
み
か
ら
な
る
商
標
の
願
書
へ
の
記
載
）

第
四
条
の
四

色
彩
の
み
か
ら
な
る
商
標
の
商
標
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
願
書
へ
の
記
載
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
も
の
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
色
彩
を
表
示
し
た
図
又
は
写
真

二

商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
色
彩
を
当
該
色
彩
の
み
で
描
き
、
そ
の
他
の
部
分
を
破
線
で
描
く
等
に
よ
り
当
該
色

彩
及
び
そ
れ
を
付
す
る
位
置
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
に
表
示
し
た
一
又
は
異
な
る
二
以
上
の
図
又
は
写
真

（
音
商
標
の
願
書
へ
の
記
載
）

第
四
条
の
五

音
か
ら
な
る
商
標
（
以
下
「
音
商
標
」
と
い
う
。
）
の
商
標
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
願
書

へ
の
記
載
は
、
文
字
若
し
く
は
五
線
譜
又
は
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
を
用
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
音
を
特
定

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
五
線

譜
に
加
え
て
一
線
譜
を
用
い
て
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
位
置
商
標
の
願
書
へ
の
記
載
）
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第
四
条
の
六

商
標
に
係
る
標
章
（
文
字
、
図
形
、
記
号
若
し
く
は
立
体
的
形
状
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
結
合
又
は
こ
れ
ら
と

色
彩
と
の
結
合
に
限
る
。
）
を
付
す
る
位
置
が
特
定
さ
れ
る
商
標
（
以
下
「
位
置
商
標
」
と
い
う
。
）
の
商
標
法
第
五
条

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
願
書
へ
の
記
載
は
、
そ
の
標
章
を
実
線
で
描
き
、
そ
の
他
の
部
分
を
破
線
で
描
く
等
に
よ

り
標
章
及
び
そ
れ
を
付
す
る
位
置
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
に
表
示
し
た
一
又
は
異
な
る
二
以
上
の
図
又
は
写
真
に
よ
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標
の
類
型
）

第
四
条
の
七

商
標
法
第
五
条
第
二
項
第
五
号
（
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
商
標
は
、
位
置
商
標
と
す
る
。

（
願
書
へ
の
商
標
の
詳
細
な
説
明
の
記
載
又
は
物
件
の
添
付
）

第
四
条
の
八

商
標
法
第
五
条
第
四
項
（
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の

経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
商
標
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

動
き
商
標

二

ホ
ロ
グ
ラ
ム
商
標
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三

色
彩
の
み
か
ら
な
る
商
標

四

音
商
標

五

位
置
商
標

２

商
標
法
第
五
条
第
四
項
の
記
載
又
は
添
付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

動
き
商
標

商
標
の
詳
細
な
説
明
の
記
載

二

ホ
ロ
グ
ラ
ム
商
標

商
標
の
詳
細
な
説
明
の
記
載

三

色
彩
の
み
か
ら
な
る
商
標

商
標
の
詳
細
な
説
明
の
記
載

四

音
商
標

商
標
の
詳
細
な
説
明
の
記
載
（
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場

合
に
限
る
。
）
及
び
商
標
法
第
五
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
物
件
の
添
付

五

位
置
商
標

商
標
の
詳
細
な
説
明
の
記
載

３

商
標
法
第
五
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
物
件
は
、
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標
を
特
許
庁
長
官
が

定
め
る
方
式
に
従
つ
て
記
録
し
た
一
の
光
デ
ィ
ス
ク
と
す
る
。
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４

前
項
に
掲
げ
る
物
件
で
あ
つ
て
、
商
標
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
商
標
登
録
出
願
（
以
下
「
国
際

商
標
登
録
出
願
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
を
提
出
す
る
場
合
は
、
様
式
第
九
の
二
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
際
商
標
登
録
出
願
に
係
る
商
標
の
詳
細
な
説
明
）

第
四
条
の
九

商
標
法
第
六
十
八
条
の
九
第
二
項
の
表
の
国
際
登
録
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
国
際
登
録
の
対
象

で
あ
る
商
標
の
記
載
の
意
義
を
解
釈
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
の
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

色
彩
に
係
る
主
張
に
関
す
る
情
報
（
色
彩
の
み
か
ら
な
る
商
標
の
場
合
に
限
る
。
）

二

標
章
の
記
述

第
五
条
の
二
中
「
商
標
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
商
標
登
録
出
願
（
以
下
「
国
際
商
標
登
録
出
願
」

と
い
う
。
）
」
を
「
国
際
商
標
登
録
出
願
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
一
条
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
商
標
登
録
出
願
又
は
防
護
標
章
登
録
出
願
の
願
書
に
記
載
し
た
商
標
登
録
又
は
防
護
標
章
登
録
を
受
け
よ
う

と
す
る
商
標
又
は
標
章
」
を
「
商
標
登
録
出
願
若
し
く
は
防
護
標
章
登
録
出
願
の
願
書
に
記
載
し
た
商
標
登
録
若
し
く
は
防
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護
標
章
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標
若
し
く
は
標
章
」
に
改
め
、
「
標
章
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
若
し
く
は
商
標
若
し

く
は
標
章
の
詳
細
な
説
明
又
は
願
書
に
添
付
し
た
商
標
法
第
五
条
第
四
項
の
物
件
」
を
加
え
、
「
商
標
登
録
又
は
防
護
標
章

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標
又
は
標
章
の
願
書
へ
の
記
載
」
を
「
商
標
登
録
若
し
く
は
防
護
標
章
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
商
標
若
し
く
は
標
章
の
願
書
へ
の
記
載
、
商
標
若
し
く
は
標
章
の
詳
細
な
説
明
の
願
書
へ
の
記
載
又
は
同
項
の
物
件
の
提

出
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
第
一
項
中
「
様
式
第
十
一
の
二
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
四
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
中
「
様
式
第
十
二
の
二
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
様
式
第
十
二
の
二
」
を
「
様
式
第
十
二
」
に
、
「
様
式
第
二
十
若
し
く
は
様
式
第
二
十
一
」
を
「

様
式
第
二
十
、
様
式
第
二
十
一
若
し
く
は
第
二
条
第
十
三
項
、
第
三
条
、
第
九
条
の
二
若
し
く
は
第
十
条
の
二
に
規
定
す
る

別
に
定
め
る
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
様
式
第
六
十
一
の
二
」
を
「
様
式
第
六
十
一
の
六
」
に
、
「
様
式
第
九
の

三
」
を
「
様
式
第
九
」
に
改
め
、
「
、
様
式
第
十
一
の
二
」
及
び
「
、
様
式
第
十
二
の
二
」
を
削
り
、
「
様
式
第
十
四
の
二

」
の
下
に
「
並
び
に
同
規
則
第
二
条
第
十
三
項
、
第
三
条
、
第
九
条
の
二
及
び
第
十
条
の
二
に
規
定
す
る
別
に
定
め
る
様
式
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」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
中
「
及
び
第
十
四
号
」
を
「
、
第
八
号
及
び
第
十
七
号
」
に
改
め
、
「
、
第
十
一
条
の
二
」
の
下
に
「
か
ら

第
十
一
条
の
二
の
三
ま
で
」
を
加
え
、
「
、
「
八

特
許
法
第
八
十
四
条
（
同
法
第
九
十
二
条
第
七
項
又
は
第
九
十
三
条
第

「
八

登
録
異
議
の
申
立
て

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
答
弁
書
の
提
出
」
と
あ
る
の
は

八
の
二

商
標
法
第
四
十
三

八
の
三

商
標
法
第
四
十
三

条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
参
加
の
申
請
（
同
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
六
十
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
（
同
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
六
十
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
同
法
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

と
」
を
削
り
、
「
九

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
同
法
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」

審
判
の
請
求
」
を
「
十
二

審
判
の
請
求
」
に
改
め
、
「
、
「
十
二

証
拠
保
全
の
申
立
て
（
判
定
請
求
前
、
審
判
の
請
求
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前
又
は
再
審
の
請
求
前
の
申
立
て
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
十
二

証
拠
保
全
の
申
立
て
（
判
定
請
求
前
、
登
録
異
議

の
申
立
て
前
、
審
判
の
請
求
前
又
は
再
審
の
請
求
前
の
申
立
て
に
限
る
。
）
」
と
」
を
削
り
、
「
第
八
条
第
一
項
中
「
」
の

下
に
「
特
許
異
議
申
立
書
、
」
を
加
え
、
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
「
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
三

十
五
年
政
令
第
二
十
号
）
第
一
条
の
三
」
の
下
に
「
、
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
十
三
号
）
第

十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
」
を
、
「
若
し
く
は
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
七
条
の
四
の
二
第
五
項
（
同
条
第
七
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
一
条
の
二
第
七
項
」
を
、
「
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
三

十
八
条
の
十
四
第
四
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
、
「
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
第
一
条

の
三
」
の
下
に
「
、
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
」
を
加
え
、
「
様
式
第
六
十
一
の
二
」
を

「
様
式
第
六
十
一
の
六
」
に
改
め
、
「
第
三
項
中
「
審
判
（
次
項
に
規
定
す
る
審
判
を
除
く
。
）
、
再
審
又
は
判
定
の
請
求

の
後
そ
の
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
異
議
の
申
立
て
又
は
審
判
（
次
項
に
規
定
す
る
審
判
を
除
く
。
）
、
再
審
若
し
く
は

判
定
の
請
求
の
後
そ
の
申
立
て
又
は
請
求
」
と
、
「
そ
の
審
判
の
番
号
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
登
録
異
議
の
番
号
、
審
判
の

番
号
」
と
、
同
条
」
を
削
り
、
「
第
百
三
十
四
条
第
四
項
（
同
法
第
七
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
百
二
十
条
の
八
第

一
項
（
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
第
百
七
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
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三
項
」
を
「
第
百
七
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
」
に
、
「
第
百
七
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
百
七
十
四
条
第
三
項
」
に
改

め
、
「
第
百
三
十
三
条
第
三
項
（
同
法
第
七
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
二
十
条
の
五
第
九
項
（
同
法
第
百
七

十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
同
法
第
百
二
十
条
の
八
第
一
項
（
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
第
百
三
十
四
条
の
二
第
九
項
及
び
」
を
「
第
百
三
十
四
条
の
二
第
九

項
並
び
に
」
に
改
め
、
「
第
百
三
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
七
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
二
十
条
の
八

第
一
項
（
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
第
二
項

」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
四
条
中
「
そ
れ
以
外
の
審
判
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
以
外
の
審
判
の
確
定
審
決
に
対
す
る

再
審
又
は
確
定
し
た
商
標
法
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
の
取
消
決
定
に
対
す
る
再
審
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

様
式
第
二
の
備
考
７
の
ホ
中
「立

体
商
標
を
異
な
る
２
以
上
の
方
向
か
ら
表
示
し
た
図

（各
図
の
大
き
さ
は

1
5
c
m
平
方
を

超
え
て
は
な
ら
な
い

）
」
を
「第

４
条

第
４
条
の
２

第
４
条
の
３
第
１
項

第
４
条
の
４
第
２
号
又
は
第
４
条
の
６

。
、

、
、

の
規
定
に
よ
り
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標
を
異
な
る
２
以
上
の
図
又
は
写
真

」
に
、
「で

あ
つ
て

」
を
「は

２
、

以
上
の
商
標
記
載
欄
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
場
合
に
お
い
て

」
に
、
「次

に
枠
線
に
よ
り

」
を
「そ

の
欄
の
次
に

。
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」
に
改
め
、
同
備
考
の
ル
を
ヲ
と
し
、
同
備
考
の
ヌ
中
「異

な
る
２
以
上
の
方
向
か
ら
表
示
し
た
図
に
よ
つ
て
立
体
商
標
を

」
を
「第

４
条

第
４
条
の
２

第
４
条
の
３
第
１
項

第
４
条
の
４
第
２
号
又
は
第
４
条
の
６
の
規
定
に
よ
り
商
標
登
録

、
、

、

を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標
を
異
な
る
２
以
上
の
図
又
は
写
真
に
よ
つ
て

」
に
改
め
、
「各

図

」
の
下
に
「又

は
各
写
真

」
を

加
え
、
同
備
考
の
ヌ
を
ル
と
し
、
同
備
考
の
リ
中
「ル

」
を
「ヲ

レ
及
び
ソ

」
に
改
め
、
同
備
考
の
リ
を
ヌ
と
し
、
同
備

、

考
の
チ
中
「商

標
は

」
の
下
に
「

別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き

」
を
加
え
、
同
備
考
の
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し

、

、
同
備
考
の
ヘ
中
「商

標
記
載
欄
に
は

」
の
下
に
「

別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き

」
を
加
え
、
同
備
考
の
ヘ
を
ト
と

、

し
、
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ
音
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て

特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は

２
以
上
の
商
標
記

、
、

載
欄
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
場
合
に
お
い
て

特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は

【商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

。
、

、

る
商
標

】の
欄
に
は

「別
紙
の
と
お
り

」と
記
載
し

別
の
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
の
大
き
さ
の
用
紙

（原
則
と

、
、

し
て
１
枚

）に

【商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標

】の
欄
を
設
け
て

そ
の
欄
の
次
に
商
標
記
載
欄
を
設
け
て
記

、

載
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
場
合
に
お
い
て

用
紙
の
左
に
２
㎝

上
に
２
㎝

右
及
び
下
に
各
３
㎝
の
余
白
を
と

。
、

、
、

り
容
易
に
離
脱
し
な
い
よ
う
に
と
じ
る
も
の
と
す
る

、
。
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様
式
第
二
の
備
考
７
の
ヲ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ワ
動
き
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

そ
の
商
標
の
変
化

（商
標
に
係
る
文
字

図
形

記
、

、
、

号
若
し
く
は
立
体
的
形
状
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
結
合
又
は
こ
れ
ら
と
色
彩
と
の
結
合
の
移
動
を
含
む

以
下
同
じ

）

。
。

の
状
態
を
特
定
す
る
た
め
の
指
示
線

符
号
又
は
文
字
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
場
合
は

当
該
記
載
に
よ

、
。

、

り
ど
の
よ
う
に
商
標
の
変
化
の
状
態
が
特
定
さ
れ
る
の
か
を

「
【商

標
の
詳
細
な
説
明

】
」の

欄
に
記
載
す
る

。

カ
ホ
ロ
グ
ラ
ム
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

そ
の
商
標
の
変
化
の
前
後
の
状
態
を
特
定
す

、

る
た
め
の
指
示
線

符
号
又
は
文
字
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
場
合
は

当
該
記
載
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
商

、
。

、

標
の
変
化
の
前
後
の
状
態
が
特
定
さ
れ
る
の
か
を

「
【商

標
の
詳
細
な
説
明

】
」の

欄
に
記
載
す
る

。

ヨ
第
４
条
の
４
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
色
彩
の
み
か
ら
な
る
商
標
を
図
又
は
写
真
に
よ
つ
て
記
載
す
る
と
き
は

な
る

、

べ
く
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
色
彩
が
全
体
に
わ
た
り
表
示
さ
れ
た
図
又
は
写
真
に
よ
つ
て
記
載
す
る

。

タ
第
４
条
の
４
第
２
号
の
規
定
に
よ
り
色
彩
の
み
か
ら
な
る
商
標
を
図
又
は
写
真
に
よ
つ
て
記
載
す
る
と
き
は

商
標

、

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
色
彩
及
び
そ
れ
を
付
す
る
位
置
を
特
定
す
る
た
め
の
線

点
そ
の
他
の
も
の
を
記
載
す
る
こ

、

と
が
で
き
る

こ
の
場
合
は

当
該
記
載
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
当
該
色
彩
及
び
そ
れ
を
付
す
る
位
置
が
特
定
さ
れ
る
の

。
、
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か
を

「
【商

標
の
詳
細
な
説
明

】
」の

欄
に
記
載
す
る

。

レ
音
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

音
符

休
符

音
部
記
号

テ
ン
ポ

拍
子
記
号

歌
、

、
、

、
、

、

詞
そ
の
他
の
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
音
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る

。

ソ
第
４
条
の
５
の
規
定
に
よ
り
音
商
標
を
文
字
を
用
い
て
記
載
す
る
と
き
は

黒
色
で

か
つ

大
き
さ
及
び
書
体
が

、
、

、

同
一
の
活
字
等

（大
き
さ
は
原
則
と
し
て
７
ポ
イ
ン
ト
以
上
と
す
る

）を
用
い
て

横
書
き
で
記
載
す
る

こ
の
場

。
、

。

合
に
お
い
て

音
商
標
を
外
国
語
で
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る

、
。

ツ
位
置
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

そ
の
商
標
に
係
る
標
章
及
び
そ
れ
を
付
す
る
位
置
を

、

特
定
す
る
た
め
の
線

点
そ
の
他
の
も
の
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
場
合
は

当
該
記
載
に
よ
り
ど
の
よ
う

、
。

、

に
当
該
標
章
及
び
そ
れ
を
付
す
る
位
置
が
特
定
さ
れ
る
の
か
を

「
【商

標
の
詳
細
な
説
明

】
」の

欄
に
記
載
す
る

。

様
式
第
二
の
備
考
８
中
「第

４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
立
体
商
標

」
を
「第

４
条

第
４
条
の
２

第
４
条
の
３
第
１

、
、

項
第
４
条
の
４
又
は
第
４
条
の
６
の
規
定
に
よ
り
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標

」
に
改
め
、
同
備
考
の
イ
を
削
り

、、
同
備
考
の
ロ
を
イ
と
し
、
同
備
考
の
ハ
中
「１

の
み
の
写
真
に
よ
つ
て
記
載
す
る
と
き

」
を
「写

真

」
に
改
め
、
「写

真

の

」
を
削
り
、
同
備
考
の
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
か
ら
ト
ま
で
を
削
る
。
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様
式
第
二
の
備
考

を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
七
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
様
式
の

39

46

34

38

備
考

中
「第

2
7
条
の
４
第
１
項

」
を
「第

2
7
条
の
４
第
３
項

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の

33

40

備
考

を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

中
「備
考

3
0

」
を
「備

考
3
7

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考

32

39

31

と
し
、
同
様
式
の
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
七
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
様
式
の
備
考

中
「備

考
2
0

」
を
「備

考
2
7

」
に

38

22

30

21

改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

か
ら
備
考

ま
で
を
七
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
様
式
の
備
考

28

13

20

12

中
「第

５
条
第
４
項

」
を
「第

５
条
第
６
項

」
に
改
め
、
「商

標
記
載
欄
の
色
彩
と
同
一
の
色
彩
を
付
す
べ
き
部
分
か
ら
引

出
線
を
引
き

そ
の

」
を
「引

出
線

文
字
そ
の
他
の
も
の
に
よ
り

色
彩
を
付
す
べ
き
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
商
標
記
載

、
、

、

欄
の
色
彩
と
同
一
の
色
彩
を
付
す
べ
き

」
に
改
め
、
「と

記
載
す
る

」
の
下
に
「た

だ
し

「
【商

標
の
詳
細
な
説
明

】

。
、

」の
欄
に

色
彩
を
付
す
べ
き
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
商
標
記
載
欄
の
色
彩
と
同
一
の
色
彩
を
付
す
べ
き
旨
を
記
載
し
た
場

、

合
に
は

説
明
書
に
記
載
す
る
に
は
及
ば
な
い

」
を
加
え
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

を
備

、
。

19

11

考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
備
考
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

18

10

15

1
6
商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
の
詳
細
な
説
明
を
記
載
す
る
と
き
は

「
【動

き
商
標

】
」

「
【ホ

ロ
、

、

グ
ラ
ム
商
標

】
」

「
【色

彩
の
み
か
ら
な
る
商
標

】
」

「
【音

商
標

】
」又

は

「
【位

置
商
標

】
」の

欄
の
次
に

「

、
、
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【商
標
の
詳
細
な
説
明

】
」の

欄
を
設
け
て
記
載
す
る

た
だ
し

第
４
条
の
８
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
商
標
以
外
の
商

。
、

標
の
商
標
登
録
出
願
に
つ
い
て
の
願
書
に
は

「
【商

標
の
詳
細
な
説
明

】
」の

欄
を
設
け
て
は
な
ら
な
い

、
。

1
7

「
【商

標
の
詳
細
な
説
明

】
」の

欄
に
は

文
字
及
び
符
号
の
み
を
記
載
し

図
表
等
を
記
載
し
て
は
な
ら
な
い

、
、

、
。

様
式
第
二
の
備
考
９
中
「加

え
る

」
の
下
に
、
「
（備
考
９

1
0
及
び

1
4
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く

）
」
を
加
え
、
同

、
。

備
考
を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
備
考
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

11

1
2
色
彩
の
み
か
ら
な
る
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【商

標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商

、

標

】
」の

欄
の
次
に

「
【色

彩
の
み
か
ら
な
る
商
標

】
」の

欄
を
加
え
る

（備
考
９
及
び

1
0
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く

。

）。

1
3
音
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【商

標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標

】
」の

欄
の
次

、

に

「
【音

商
標

】
」の

欄
を
加
え
る

。

1
4
位
置
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【商

標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標

】
」の

欄
の

、

次
に

「
【位

置
商
標

】
」の

欄
を
加
え
る

（備
考
９
及
び

1
0
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く

）

。
。

様
式
第
二
の
備
考
８
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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９
動
き
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標

】
」の

欄
の

、

次
に

「
【動

き
商
標

】
」の

欄
を
加
え
る

。

1
0
ホ
ロ
グ
ラ
ム
商
標
に
つ
い
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

「
【商

標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標

】
」

、

の
欄
の
次
に

「
【ホ

ロ
グ
ラ
ム
商
標

】
」の

欄
を
加
え
る

。

様
式
第
二
の
備
考

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

46

4
7
商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
物
件
を
添
付
す
る
と
き
は

「
【提

出
物
件
の
目
録

、

】
」の

欄
に

「
【物

件
名

】
」の
欄
を
設
け
て

「商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
物
件

」と
記
載
す
る

、
。

様
式
第
四
の
備
考
４
中
「と
す
る

」
の
下
に
「こ

の
場
合
に
お
い
て

商
標
法
第

6
8
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

。
、

法
第

1
0
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
防
護
標
章
登
録
出
願
を
す
る
場
合
で
あ
つ
て

も
と
の
防
護
標
章
登
録
出
願
に
係
る
標
章

、

の
詳
細
な
説
明
が
英
語
に
よ
つ
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は

標
章
の
詳
細
な
説
明
の
記
載
は

英
語
で
し
な
け
れ
ば

、
、

な
ら
な
い

」
を
加
え
る
。

。

様
式
第
五
の
備
考
５
中
「商

標
の

」
を
「商

標
及
び
商
標
の
詳
細
な
説
明
の

」
に
、
「の

欄
の
次
に

」
を
「及

び

「
【商

標
の
詳
細
な
説
明

】
」の

欄
の
次
に
そ
れ
ぞ
れ

」
に
改
め
、
「

」と
記
載
す
る

」
の
下
に
「

同
条
の
規
定
に
よ
り
商
標

。
。
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法
第
５
条
第
４
項
の
物
件
の
提
出
を
省
略
す
る
と
き
は

「
【提

出
物
件
の
目
録

】
」の

欄
に

「
【物

件
名

】
」の

欄
を
設

、

け
て

「商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
物
件

」と
記
載
し

そ
の
次
に

「
【援

用
の
表
示

】
」の

欄
を
設
け

「変
更
を
要
し
な

、
、

い
た
め
省
略
す
る

」と
記
載
す
る

」
を
加
え
、
「省

略
す
る

」
を
「省

略
す
る

」
に
改
め
る
。

。
、

。

様
式
第
六
の
備
考
４
中
「同

様
と
す
る

」
の
下
に
「こ

の
場
合
に
お
い
て

防
護
標
章
登
録
出
願
に
係
る
商
標
登
録
が

。
、

国
際
登
録
に
基
づ
く
商
標
権
で
あ
つ
て

そ
の
商
標
の
詳
細
な
説
明
が
英
語
に
よ
つ
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は

標
、

、

章
の
詳
細
な
説
明
の
記
載
は

英
語
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ま
た

も
と
の
防
護
標
章
登
録
出
願
に
係
る
標
章
の
詳
細

、
。

、

な
説
明
が
英
語
に
よ
つ
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
は

商
標
の
詳
細
な
説
明
の
記
載
は

日
本
語
で
し
な
け
れ
ば
な
ら

、
、

な
い

」
を
加
え
る
。

。様
式
第
七
の
備
考
２
中
「同

様
と
す
る

」
の
下
に
「こ

の
場
合
に
お
い
て

防
護
標
章
登
録
出
願
に
係
る
商
標
登
録
が

。
、

国
際
登
録
に
基
づ
く
商
標
権
で
あ
つ
て

そ
の
商
標
の
詳
細
な
説
明
が
英
語
に
よ
つ
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は

標
、

、

章
の
詳
細
な
説
明
の
記
載
は

英
語
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」
を
加
え
る
。

、
。

様
式
第
八
の
二
の
備
考
６
中
「1

3
か
ら

1
8
ま
で

2
0

2
3

2
5
及
び

3
4
か
ら

3
8

」
を
「2

0
か
ら

2
5
ま
で

2
7

3
0

3
2
及

、
、

、
、

、
、

び
4
1
か
ら

4
5

」
に
、
「備

考
1
6

」
を
「備

考
2
3

」
に
改
め
る
。
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様
式
第
九
の
備
考
６
中
「同

様
と
す
る

」
の
下
に
「こ

の
場
合
に
お
い
て

商
標
法
第

6
8
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す

。
、

る
同
法
第

1
7
条
の
２
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
意
匠
法
第

1
7
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
防
護
標
章
登
録
出
願
を
す
る
と

き
は

当
該
防
護
標
章
登
録
出
願
に
係
る
商
標
登
録
が
国
際
登
録
に
基
づ
く
商
標
権
で
あ
つ
て

そ
の
商
標
の
詳
細
な
説
明

、
、

が
英
語
に
よ
つ
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は

標
章
の
詳
細
な
説
明
の
記
載
は

英
語
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」

、
、

。

を
加
え
る
。

様
式
第
九
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
９
の
２

（第
４
条
の
８
関
係
）

【書
類
名

】

商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
物
件
提
出
書

（国
際
商
標
登
録
出
願

）

（
【提

出
日

】

平
成

年
月

日

）

【あ
て
先

】

特
許
庁
長
官

殿

（特
許
庁
審
判
長

殿

）

（特
許
庁
審
査
官

殿

）

【事
件
の
表
示

】
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【出
願
番
号

】

【提
出
者

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

【代
理
人

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

【提
出
物
件
の
目
録

】

【物
件
名

】

商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
物
件

１

〔備
考

〕

１

「
【あ
て
先

】
」は

特
許
庁
審
査
官
の
命
令
に
よ
る
場
合
は
そ
の
命
令
を
発
し
た
特
許
庁
審
査
官

特
許
庁
審
判
長

、
、

の
命
令
に
よ
る
場
合
は
そ
の
命
令
を
発
し
た
特
許
庁
審
判
長

そ
の
他
の
場
合
は
特
許
庁
長
官
と
す
る

、
。

２

「
【出

願
番
号

】
」に

は

「国
際
登
録
第
○
○
○
○
○
○
○
号

」又
は

「○
○
○
○
年
○
○
月
○
○
日
に
事
後
指
定

、
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が
記
録
さ
れ
た
国
際
登
録
第
○
○
○
○
○
○
○
号

」の
よ
う
に
記
載
す
る

。

３
「
【氏

名
又
は
名
称

】
」は

自
然
人
に
あ
つ
て
は

氏
名
を
記
載
し

そ
の
横
に
印
を
押
す

法
人
に
あ
つ
て
は

、
、

、
。

、

名
称
を
記
載
し

「
【氏

名
又
は
名
称

】
」の

次
に

「
【代
表
者

】
」の

欄
を
設
け
て
そ
の
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し

、
、

そ
の
横
に
代
表
者
の
印
を
押
す

。

４

「
【提

出
者

】
」の

欄
に
記
載
す
べ
き
者
が
２
人
以
上
あ
る
と
き
は

次
の
よ
う
に
欄
を
繰
り
返
し
設
け
て
記
載
す
る

、

。

【提
出
者

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

【提
出
者

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

５

「
【代

理
人

】
」の

欄
に
記
載
す
べ
き
者
が
２
人
以
上
あ
る
と
き
は

次
の
よ
う
に
欄
を
繰
り
返
し
設
け
て
記
載
す
る

、
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。

【代
理
人

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

【代
理
人

】

【住
所
又
は
居
所

】

【氏
名
又
は
名
称

】

６
そ
の
他
は

様
式
第
２
の
備
考
１
か
ら
４
ま
で

2
1

2
3

3
0
か
ら

3
2
ま
で
及
び

4
1
か
ら

4
4
ま
で
と
同
様
と
す
る

、
、

、
、

。

様
式
第
九
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
９
の
３

削
除

様
式
第
十
の
備
考
８
中
「1

3
か
ら

1
5
ま
で

1
8

2
0

2
3
か
ら

2
5
ま
で
及
び

3
4
か
ら

3
7

」
を
「2

0
か
ら

2
2
ま
で

2
5

2
7

、
、

、
、

、

3
0
か
ら

3
2
ま
で
及
び

4
1
か
ら

4
4

」
に
改
め
る
。

、

様
式
第
十
の
二
の
備
考
２
中
「1

3
か
ら

1
5
ま
で

1
8

2
0

2
3

2
5
及
び

3
4
か
ら

3
8

」
を
「2

0
か
ら

2
2
ま
で

2
5

2
7

、
、

、
、

、
、

、
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3
0

3
2
及
び

4
1
か
ら

4
5

」
に
改
め
る
。

、

様
式
第
十
一
の
備
考

中
「1

3
1
5

1
7

2
2
か
ら

2
5
ま
で

2
8

3
0
及
び

3
4
か
ら

3
8

」
を
「2

0
2
2

2
4

2
9
か
ら

3
2

19

、
、

、
、

、
、

、
、

ま
で

3
5

3
7
及
び

4
1
か
ら

4
5

」
に
改
め
る
。

、
、

様
式
第
十
一
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第

1
1
の
２

削
除

様
式
第
十
一
の
三
の
備
考
５
中
「1

3
か
ら

1
5
ま
で

1
8

2
0

2
3
か
ら

2
5
及
び

3
4
か
ら

3
8

」
を
「2

0
か
ら

2
2
ま
で

2
5

、
、

、
、

、

2
7

3
0
か
ら

3
2
ま
で
及
び

4
1
か
ら

4
5
」
に
改
め
る
。

、

様
式
第
十
二
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第

1
2
の
２

削
除

様
式
第
十
四
の
二
の
備
考
９
中
「1

3
か
ら

1
5
ま
で

1
7

1
8

2
0

2
3
か
ら

2
5
ま
で

2
7
か
ら

2
9
ま
で
及
び

3
4
か
ら

3
8

」

、
、

、
、

、

を
「2

0
か
ら

2
2
ま
で

2
4

2
5

2
7

3
0
か
ら

3
2
ま
で

3
4
か
ら

3
6
ま
で
及
び

4
1
か
ら

4
5

」
に
、
「備

考
2
9

」
を
「備

考
3
6

、
、

、
、

、

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
の
二
の
備
考
４
中
「備

考
1
6

」
を
「備

考
1
8

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「９

ま
で

」
の
下
に
「及

び
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1
2

」
を
加
え
、
同
備
考
の
ロ
中
「商

標

」
」
の
下
に
「

「商
標
の
詳
細
な
説
明

」
」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考

中
「方

、

10

向
か
ら
表
示
し
た
図
に
よ
つ
て
立
体
商
標

」
を
「図

又
は
写
真
に
よ
つ
て
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
標

」
に
、
「全

図

」
を
「全

て
の
図
又
は
写
真

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考

中
「1

3
1
4

1
6

2
0

2
3
か
ら

2
5
ま
で
及
び

3
4
か
ら

3
8

」

17

、
、

、
、

を
「2

0
2
1

2
3

2
7

3
0
か
ら

3
2
ま
で
及
び

4
1
か
ら

4
5

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

、
、

、
、

19

を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

中
「備

考
1
2

」
を
「備

考

16

18

15

17

14

1
4

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

中
「備

考
1
2
及
び

1
4

」
を
「備

考
1
4
及
び

1
6

」
に
改

16

13

め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

を
同
様
式
の
備
考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

を
同
様
式
の
備

15

12

14

11

考

と
し
、
同
様
式
の
備
考

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

13

10

1
1
商
標
の
詳
細
な
説
明
を
補
正
す
る
と
き
は

「
【補

正
の
内
容

】
」の

欄
に

「
【商

標
の
詳
細
な
説
明

】
」の

欄
を
設

、

け
補
正
後
の
商
標
の
詳
細
な
説
明
の
全
文
を
記
載
す
る

、
。

1
2
商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
物
件
を
補
正
す
る
と
き
は

「
【手

続
補
正
１

】
」の

欄
は

次
の
要
領
で
記
載
す
る

、
、

。

イ
商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
物
件
を
提
出
す
る
と
き
は

「
【補

正
対
象
項
目
名

】
」に

は

「提
出
物
件
の
目
録

」と
、

記
載
し

「
【補

正
方
法

】
」に

は

「追
加

」と
記
載
し

「
【補

正
の
内
容

】
」に

は

「
【提

出
物
件
の
目
録

】
」

、
、
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の
欄
を
設
け

次
に

「
【物

件
名

】
」の

欄
を
設
け
て

「商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
物
件

」と
記
載
し

当
該
物
件
を

、
、

添
付
す
る

。

ロ
商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
物
件
を
変
更
す
る
と
き
は

「
【補

正
対
象
項
目
名

】
」に

は

「提
出
物
件
の
目
録

」と
、

記
載
し

「
【補

正
方
法

】
」に

は

「変
更

」と
記
載
し

「
【補

正
の
内
容

】
」に

は

「
【提

出
物
件
の
目
録

】
」

、
、

の
欄
を
設
け

次
に

「
【物

件
名

】
」の
欄
を
設
け
て

「商
標
法
第
５
条
第
４
項
の
物
件

」と
記
載
し

当
該
物
件
を

、
、

添
付
す
る

。

様
式
第
二
十
の
備
考
６
中
「1

3
か
ら

1
5
ま
で

2
0
及
び

3
4
か
ら

3
7

」
を
「2

0
か
ら

2
2
ま
で

2
7
及
び

4
1
か
ら

4
4

」
に
改
め

、
、

る
。様

式
第
二
十
一
の
備
考
８
中
「様

式
２

」
を
「様

式
第
２

」
に
、
「1

3
か
ら

1
5
ま
で

1
7

1
9
か
ら

2
5
ま
で
及
び

3
4
か
ら

、
、

3
8

」
を
「2

0
か
ら

2
2
ま
で

2
4

2
6
か
ら

3
2
ま
で
及
び

4
1
か
ら

4
5

」
に
改
め
る
。

、
、

様
式
第
二
十
二
の
備
考

及
び
様
式
第
二
十
三
の
備
考
６
中
「1

3
か
ら

1
5
ま
で

1
8

2
0

2
3

2
5
及
び

3
4
か
ら

3
8

」
を

11

、
、

、
、

「2
0
か
ら

2
2
ま
で

2
5

2
7

3
0

3
2
及
び

4
1
か
ら

4
5

」
に
改
め
る
。

、
、

、
、

（
特
許
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）
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第
四
条

特
許
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
中
「
消
滅
」
の
下
に
「
並
び
に
特
許
異
議
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
確
定
し
た
決
定
」
を
、
「
再
審
の
」
の

下
に
「
確
定
し
た
決
定
若
し
く
は
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
又
は
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法

第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
特
許
無
効
審
判
」
を
「
特
許
異
議
の
申
立
て
、
特
許
無
効
審
判
」
に
改
め
、
「
こ
れ
ら
の
」
の

下
に
「
確
定
し
た
決
定
若
し
く
は
」
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
特
許
無
効
審
判
」
を
「
特
許
異
議
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
確
定
し
た
決
定
、
特
許
無
効
審
判
」

に
改
め
、
「
確
定
審
決
又
は
再
審
の
」
の
下
に
「
確
定
し
た
決
定
若
し
く
は
」
を
、
「
表
示
部
に
」
の
下
に
「
特
許
異
議
、

」
を
、
「
番
号
、
」
の
下
に
「
決
定
又
は
」
を
、
「
並
び
に
」
の
下
に
「
確
定
し
た
決
定
又
は
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
中
「
又
は
第
四
号
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
掲
げ
る
」
の
下
に
「
申
立
て
又
は
」
を
加
え
、

「
表
示
部
に
審
判
又
は
」
を
「
表
示
部
に
特
許
異
議
の
申
立
て
又
は
審
判
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
年
月
日
」
の
下
に
「
、
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特
許
異
議
」
を
、
「
及
び
」
の
下
に
「
特
許
異
議
の
申
立
て
に
係
る
特
許
の
表
示
又
は
審
判
若
し
く
は
再
審
の
」
を
加
え
る
。

第
五
十
五
条
及
び
第
五
十
六
条
中
「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
二
十
八
条
」
に
改
め
る
。

（
商
標
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

商
標
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
二
項
中
「
商
標
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
第
一
条
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
、
「
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
」
を
削
る
。

第
三
条
の
二
第
四
項
中
「
設
定
及
び
処
分
の
制
限
」
を
「
設
定
、
処
分
の
制
限
及
び
信
託
に
よ
る
国
際
登
録
に
基
づ
く
商

標
権
に
つ
い
て
の
変
更
」
に
、
「
移
転
及
び
処
分
の
制
限
」
を
「
移
転
、
処
分
の
制
限
及
び
信
託
に
よ
る
防
護
標
章
登
録
に

基
づ
く
権
利
に
つ
い
て
の
変
更
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
立
体
商
標
に
係
る
商
標
権
の
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
商
標
権
の
」
に
、
「
商
標
権
が
立
体
商
標

に
係
る
商
標
権
で
あ
る
旨
」
を
「
各
号
に
掲
げ
る
事
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
六
号
を
加
え
る
。

一

商
標
に
係
る
文
字
、
図
形
、
記
号
、
立
体
的
形
状
又
は
色
彩
が
変
化
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
変
化
の
前
後
に
わ

た
る
そ
の
文
字
、
図
形
、
記
号
、
立
体
的
形
状
若
し
く
は
色
彩
又
は
こ
れ
ら
の
結
合
か
ら
な
る
商
標
（
以
下
「
変
化
商
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標
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
そ
の
商
標
が
時
間
の
経
過
に
伴
つ
て
変
化
す
る
も
の
（
以
下
「
動
き
商
標
」
と
い
う
。
）

に
係
る
商
標
権

当
該
商
標
権
が
動
き
商
標
に
係
る
商
標
権
で
あ
る
旨

二

変
化
商
標
の
う
ち
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
変
化
す
る
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以

下
「
ホ
ロ
グ
ラ
ム
商
標
」
と
い
う
。
）
に
係
る
商
標
権

当
該
商
標
権
が
ホ
ロ
グ
ラ
ム
商
標
に
係
る
商
標
権
で
あ
る
旨

三

立
体
的
形
状
（
文
字
、
図
形
、
記
号
若
し
く
は
色
彩
又
は
こ
れ
ら
の
結
合
と
の
結
合
を
含
む
。
）
か
ら
な
る
商
標
（

第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
立
体
商
標
」
と
い
う
。
）
に
係
る
商
標
権

当
該
商

標
権
が
立
体
商
標
に
係
る
商
標
権
で
あ
る
旨

四

色
彩
の
み
か
ら
な
る
商
標
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
商
標
権

当
該
商
標
権
が
色

彩
の
み
か
ら
な
る
商
標
に
係
る
商
標
権
で
あ
る
旨

五

音
か
ら
な
る
商
標
に
係
る
商
標
権

当
該
商
標
権
が
音
か
ら
な
る
商
標
に
係
る
商
標
権
で
あ
る
旨

六

商
標
に
係
る
標
章
（
文
字
、
図
形
、
記
号
若
し
く
は
立
体
的
形
状
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
結
合
又
は
こ
れ
ら
と
色
彩
と

の
結
合
に
限
る
。
）
を
付
す
る
位
置
が
特
定
さ
れ
る
商
標
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
位

置
商
標
」
と
い
う
。
）
に
係
る
商
標
権

当
該
商
標
権
が
位
置
商
標
に
係
る
商
標
権
で
あ
る
旨
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第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
登
録
商
標
」
の
下
に
「
、
商
標
の
詳
細
な
説
明
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
五
中
「
第
九
条
の
四
」
を
「
第
九
条
の
五
」
に
、
「

」
を
「
第
二
十
八
規
則

」
に
改
め
る
。

28
(2)

(2)

様
式
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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出 願 年 月 日 出 願 番 号

査 定 ( 審 決 ) 年 月 日 区 分 の 数

 出願時の特例

優 先 権 主 張

件 数

商品及び役務の区分

指定商品（指定役務）

登 録 年 月 日

様
式
第
一
〔

第
一
条
の
二
関
係
〕

商標登録第　　　　　　　号

登 録 事 項

表示番号
（付記）

登 録 料 記 録 部

 国以外の者の持分の割合又は返還に関する事項

登 録 料

表示番号
（付記）

第 二 表 示 部

１ 番

地 域 団 体 商 標

第 一 表 示 部

登 録 事 項

出 願 年 月 日

 国際登録の年月日（事後指定の年月日）

 特例国際商標権に係る国際登録の番号

国 名

ホ ロ グ ラ ム 商 標

団 体 商 標

色 彩 の み か ら な る 商 標

音 商 標

 国際登録の取消し
 （廃棄）後の特例

 国際登録の番号

動 き 商 標

立 体 商 標

位 置 商 標

標 準 文 字
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順位番号
（付記）

甲 区

乙 区

丙 区

順位番号
（付記）

登 録 事 項

丁 区

順位番号
（付記）

登 録 事 項

登 録 事 項

順位番号
（付記）

登 録 事 項
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様
式
第
一
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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登 録 年 月 日

第 一 表 示 部

 登録商標

 重複国内商標権に係る登録番号

甲 区

色 彩 の み か ら な る 商 標

音 商 標

登 録 事 項

 表示番号（付記）：１番

 国際登録（事後指定）の年月日

 査定（審決）年月日

 特例国際商標権

 商品及び役務の区分

 指定商品（指定役務）

登 録 事 項

 表示番号（付記）：

 順位番号（付記）：

登 録 事 項

第 二 表 示 部

国際登録第　　　　　　　号

 商標の詳細な説明

団 体 商 標

地 域 団 体 商 標

 優先権主張
 国名
 出願年月日
 件数

様
式
第
一
の
二
〔

第
一
条
の
二
関
係
〕

位 置 商 標

動 き 商 標

ホ ロ グ ラ ム 商 標

立 体 商 標
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丙 区

丁 区

登 録 事 項

 順位番号（付記）：

 記録番号（付記）：

乙 区

登 録 事 項

登 録 事 項

 順位番号（付記）：

登 録 事 項

 順位番号（付記）：

国 際 登 録 事 項 記 録 部
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（
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
五
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

4.11
(a)
(iv)

4.11
(a)
(ii)

七

出
願
人
が
選
択
す
る
管
轄
国
際
調
査
機
関
の
表
示

第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
一
年
四
月
以
内
」
を
「
一
年
四
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
又
は
国
際
出
願
の
日
か
ら
四
月

の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
を
追
加
し
て
行
う
」
を
「
に
つ
い
て
補
正
を
す
る
」
に
、
「
一
年
四
月
以
内
」
を
「
一
年

四
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
又
は
国
際
出
願
の
日
か
ら
四
月
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
」
に
改

め
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
二
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
優
先
権
の
回
復
の
請
求
）

第
二
十
八
条
の
三

条
約
第
八
条

の
規
定
に
よ
り
国
際
出
願
に
つ
い
て
優
先
権
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

(1)



- 91 -

、
規
則

に
規
定
す
る
優
先
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
優
先
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
当
該
国
際
出
願
を

2.4
(a)

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
は
、
当
該
国
際
出
願
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
回
復
理
由
」
と
い
う
。
）
が
あ
り
、
か
つ
、
優
先
期
間
の
経
過
後
二
月
以
内
に
当
該
国
際
出
願
を
し

た
と
き
は
、
当
該
期
間
内
（
条
約
第
二
十
一
条

の
規
定
に
よ
る
国
際
出
願
の
国
際
公
開
の
請
求
が
あ
り
、
か
つ
、
当

(2)
(b)

該
請
求
に
よ
り
国
際
公
開
の
技
術
的
な
準
備
が
完
了
し
た
後
を
除
く
。
）
に
限
り
、
特
許
庁
長
官
に
対
し
、
書
面
に
よ
り

当
該
優
先
権
の
回
復
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
回
復
の
請
求
（
以
下
次
条
ま
で
に
お
い
て
「
優
先
権
の
回
復
請
求
」
と
い
う
。
）
は
、

願
書
又
は
様
式
第
十
五
の
二
の
二
若
し
く
は
様
式
第
十
五
の
二
の
三
（
次
項
に
お
い
て
「
優
先
権
の
回
復
請
求
書
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

優
先
権
の
回
復
請
求
を
す
る
者
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
様
式
第
十
五
の
二
の
四
又
は
様
式
第
十
五
の
二
の

五
（
優
先
権
の
回
復
請
求
書
に
よ
り
優
先
権
の
回
復
請
求
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
優
先
権
の
回
復
請
求
書
）
に
回
復

理
由
を
記
載
し
て
特
許
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

優
先
権
の
回
復
請
求
を
す
る
者
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
回
復
理
由
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
を
特
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許
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
許
庁
長
官
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

５

優
先
権
の
回
復
請
求
を
す
る
者
は
、
国
際
出
願
の
際
に
当
該
優
先
権
の
回
復
請
求
に
係
る
優
先
権
を
主
張
し
な
か
つ
た

と
き
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
そ
の
優
先
権
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
は
、
様
式
第
十
三
の
三
又
は
様
式
第
十
三
の
四
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
優
先
権
の
回
復
の
決
定
等
）

第
二
十
八
条
の
四

特
許
庁
長
官
は
、
優
先
権
の
回
復
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
優
先
権
の
回
復
請
求
を
認
め
る
か
否

か
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
許
庁
長
官
は
、
優
先
権
の
回
復
請
求
を
認
め
な
い
旨
の
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
出
願
人
に
対
し
、
そ
の
理

由
を
通
知
し
、
相
当
の
期
間
を
指
定
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
意
見
書
は
、
様
式
第
十
一
の
七
又
は
様
式
第
十
一
の
八
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

特
許
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
出
願
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
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る
。た

だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
出
願
の
写
し
を
提
出
す
る
こ
と
は
要
し
な
い
。

第
二
十
九
条
の
八
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
九
条
の
七
」
を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
第
三
項
」
及
び
「
並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
う
ち

、
規
則

に
規
定
す
る
国
際
出
願
手
数
料
（
以
下
「
国
際
出
願
手
数
料
」
と
い
う
。
）
」
を
削
る
。

15.1

第
三
十
六
条
の
二
中
「
の
う
ち
七
万
円
」
を
「
（
同
項
に
規
定
す
る
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て

同
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
う
ち
一
万
円
」
に
、
「
二
万
三
千
三
百
三
十
円
）
」
を
「
三
千
三

百
三
十
円
）
を
減
じ
た
額
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
手
数
料
」
の
下
に
「
（
同
項
に
規
定
す
る
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
金

額
の
範
囲
内
に
お
い
て
同
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条
の
二
中
「
又
は
第
四
項
」
を
削
る
。

第
七
十
一
条
の
二
を
削
る
。

第
七
十
三
条
中
「
第
二
条
第
五
項
」
を
「
第
二
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。
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第
七
十
八
条
の
二
を
削
る
。

第
七
十
九
条
及
び
第
八
十
条
を
削
る
。

第
七
十
八
条
の
四
の
見
出
し
中
「
に
対
す
る
手
数
料
」
を
「
に
係
る
調
査
手
数
料
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
八
条
第
三

項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
（
同
項
の
表
二
の
項
に
掲
げ
る
部
分
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
「
手
数
料
」
の
下
に
「
の
う
ち

、
前
条
に
定
め
る
金
額
」
を
加
え
、
同
条
を
第
八
十
条
の
二
と
す
る
。

第
七
十
八
条
の
三
の
見
出
し
中
「
に
対
す
る
手
数
料
」
を
「
に
係
る
調
査
手
数
料
」
に
改
め
、
同
条
中
「
法
第
十
八
条
第

三
項
の
」
を
「
令
第
二
条
第
四
項
の
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
規
則
第
十
六
規
則
に
規
定
す
る
調
査
手
数
料
と
し
て
」
に
改

め
、
同
条
を
第
八
十
条
と
す
る
。

第
七
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
国
際
出
願
手
数
料
の
金
額
）

第
七
十
九
条

令
第
二
条
第
三
項
の
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
規
則
第
十
五
規
則
に
規
定
す
る
国
際
出
願
手
数
料
と
し
て
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第

三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
第
二
号
又
は
第
三
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号
に
定
め
る
金
額
を
減
額
を
し
た
金
額
と
す
る
。

一

国
際
出
願
に
係
る
書
類
の
用
紙
の
数
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特

例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
特
例
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第

十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
電
子
計
算
機
に
入
力
し
た
事
項
を
書
類
の
用
紙
に
換
算
し
た
数
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
三
十
枚
以
内
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
三
百
三
十
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
に
相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
と
し
て

特
許
庁
長
官
が
国
際
事
務
局
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
告
示
す
る
金
額
、
国
際
出
願
に
係
る
書
類
の
用
紙
の
数
が
三
十
枚

を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
金
額
に
、
十
五
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
に
相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
と
し
て
特
許
庁

長
官
が
国
際
事
務
局
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
告
示
す
る
金
額
に
三
十
枚
を
超
え
る
用
紙
の
数
（
第
五
十
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
配
列
表
を
含
む
国
際
出
願
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
配
列
表
を
特
例
法
施
行
規
則
第

十
九
条
の
二
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
出
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
配
列
表
の
用
紙
の
数
を
除
く
。

）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額

二

国
際
出
願
を
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
式
に
従
つ
て
作
成
し
た
願
書
に
、
第
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
磁

気
デ
ィ
ス
ク
を
添
付
し
て
行
つ
た
場
合
に
は
、
百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
に
相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
と
し
て
特
許
庁
長



- 96 -

官
が
国
際
事
務
局
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
告
示
す
る
金
額

三

国
際
出
願
を
特
例
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
つ
た
場
合
に
は
、
三
百
ス

イ
ス
・
フ
ラ
ン
に
相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
と
し
て
特
許
庁
長
官
が
国
際
事
務
局
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
告
示
す
る

金
額

（
国
際
出
願
手
数
料
の
返
還
）

第
七
十
九
条
の
二

国
際
出
願
の
原
本
が
国
際
事
務
局
に
送
付
さ
れ
る
前
に
当
該
国
際
出
願
に
つ
い
て
法
第
四
条
の
規
定
に

よ
る
認
定
が
さ
れ
ず
、
若
し
く
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
旨
の
決
定
が
さ
れ
、
又
は
当
該
国
際
出
願
の
取
下
げ

が
さ
れ
た
と
き
は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
（
同
項
の
表
三
の
項
に
掲
げ
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た

手
数
料
の
う
ち
、
前
条
に
定
め
る
金
額
を
出
願
人
の
請
求
に
よ
り
返
還
す
る
。

第
八
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
取
扱
手
数
料
の
返
還
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
二

号
に
規
定
す
る
手
数
料
」
を
「
法
第
十
八
条
第
二
項
（
同
項
の
表
三
の
項
に
掲
げ
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
納
付

さ
れ
た
手
数
料
の
う
ち
、
前
条
に
定
め
る
金
額
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
を
第
八
十
一
条
の
二
と
す
る
。

第
八
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
取
扱
手
数
料
の
金
額
）

第
八
十
一
条

令
第
二
条
第
五
項
の
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
規
則
第
五
十
七
規
則
に
規
定
す
る
取
扱
手
数
料
と
し
て
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
金
額
は
、
二
百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
に
相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
と
し
て
特
許
庁
長
官
が
国
際
事
務

局
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
告
示
す
る
金
額
と
す
る
。

第
八
十
二
条
第
二
項
中
「
及
び
第
十
二
項
」
を
「
か
ら
第
十
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

様
式
第
八
の
備
考
７
中
「並

び
に
様
式
第
７
の
備
考
２
か
ら
４
ま
で
及
び

1
8

」
を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考

と
11

し
、
同
備
考
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

1
0
明
細
書
に
は

法
又
は
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
事
項
以
外
の
い
か
な
る
事
項
も
記
載
し
て
は
な
ら
な
い

、
。

様
式
第
八
の
備
考
６
を
同
様
式
の
備
考
９
と
し
、
同
様
式
の
備
考
２
か
ら
備
考
５
ま
で
を
三
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
様
式
の

備
考
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
計
量
単
位
は

メ

ート
ル
法
に
よ
り
記
載
す
る

、
。

３
技
術
用
語
は

学
術
用
語
を
用
い
る

、
。

４
用
語
は

国
際
出
願
全
体
を
通
じ
統
一
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
る

、
。
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様
式
第
八
の
二
の
備
考
３
中
「

様
式
第
７
の
備
考
２
か
ら
４
ま
で
及
び

1
6
並
び
に
様
式
第
８
の
備
考
１
か
ら
３
ま
で
及

、

び
６

」
を
「並

び
に
様
式
第
８
の
備
考
１
か
ら
６
ま
で

９
及
び

1
0

」
に
改
め
る
。

、
様
式
第
九
の
備
考

中
「

様
式
第
７
の
備
考
２
か
ら
４
ま
で
及
び

1
8
並
び
に
様
式
第
８
の
備
考
１
か
ら
３
ま
で

」
を
「

11

、

並
び
に
様
式
第
８
の
備
考
１
か
ら
６
ま
で
及
び

1
0

」
に
改
め
る
。

様
式
第
九
の
二
の
備
考
中
「様

式
第
７
の
備
考
２
か
ら
４
ま
で
及
び

1
8
様
式
第
８
の
備
考
１
か
ら
３
ま
で

」
を
「様

式
、

第
８
の
備
考
１
か
ら
６
ま
で
及
び

1
0

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
の
備
考
６
中
「

様
式
第
７
の
備
考
２
か
ら
４
ま
で
及
び

1
6
並
び
に
様
式
第
８
の
備
考
２
及
び
３

」
を
「並

、

び
に
様
式
第
８
の
備
考
２
か
ら
６
ま
で
及
び

1
0

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
の
二
の
備
考
２
中
「様

式
第
７
の
備
考
２
か
ら
４
ま
で
及
び

1
6
様
式
第
８
の
備
考
２
及
び
３

」
を
「様

式
、

第
８
の
備
考
２
か
ら
６
ま
で
及
び

1
0

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
の
三
の
備
考
１
中
「記

載
す
る

」
の
下
に
「第

2
9
条
の
４
第
１
項
の
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
つ
て
は

表
。

、

題
を

「優
先
権
主
張
の
基
礎
出
願
の
翻
訳
文
提
出
書

」と
し

「添
付
書
類
の
目
録

」の
欄
の

「優
先
権
書
類

通

」

、

を

「優
先
権
主
張
の
基
礎
出
願
の
翻
訳
文

通

」の
よ
う
に
記
載
す
る

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「様

式
第

。
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１

」
を
「そ

の
他
は

様
式
第
１

」
に
改
め
る
。

、

様
式
第
十
一
の
四
の
備
考
１
中
「記

載
す
る

」
の
下
に
「第

2
9
条
の
４
第
１
項
の
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
つ
て
は

表
。

、

題
を

「S
U
B
M
I
S
S
I
O
N

O
F

T
R
A
N
S
L
A
T
I
O
N

O
F

T
H
E

E
A
R
L
I
E
R

A
P
P
L
I
C
A
T
I
O
N

」と
し

「L
i
s
t

o
f

A
t
t
a
c
h
e
d

、

D
o
c
u
m
e
n
t
s

」の
欄
の

「p
r
i
o
r
i
t
y

d
o
c
u
m
e
n
t
(
s
)

:
c
o
p
i
e
s

」を

「t
r
a
n
s
l
a
t
i
o
n

o
f

t
h
e

e
a
r
l
i
e
r

a
p
p
l
i
c

a
t
i
o
n
(
s
)

:
c
o
p
i
e
s

」の
よ
う
に
記
載
す
る

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「様

式
第
１

」
を
「そ

の
他
は

様
。

、

式
第
１

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
の
七
中
「第

2
2
条
の
２
」
の
下
に
「

第
2
8
条
の
４

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「
（第

2
2
条
の
２
第

、

１
項
の
規
定
に
よ
る
意
見

）
」と
し

」
の
下
に
「

第
2
8
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
を
提
出
す
る
と
き
は
表
題

、

を

「意
見
書

（第
2
8
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
意
見

）
」と

し

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「第

2
9
条
の
２
第
２

項

」
を
「第

2
8
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
を
提
出
す
る
と
き
は

「補
完
命
令
の
日
付

」の
欄
を

「通
知
の
日
付

」と
し

第
2
9
条
の
２
第
２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「様

式
第
１

」
を
「そ

の
他
は

様
式
第
１

」
に
、
「2

1
、

、

」
を
「2

1
並
び
に

」
に
改
め
、
「並

び
に
様
式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
４
と
し
、
同
様
式

、

の
備
考
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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３
日
付
は

西
暦
紀
元
及
び
グ
レ
ゴ
リ

ー暦
に
よ
り

日
に
つ
い
て
の
数
字

月
に
つ
い
て
の
数
字
及
び
年
に
つ
い
て
の

、
、

、

数
字
を
こ
の
順
序
に
従
つ
て

日
及
び
月
に
つ
い
て
２
桁
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
表
示
し

年
に
つ
い
て
４
桁
の
ア
ラ
ビ
ア

、
、

数
字
で
表
示
し

か
つ

日
及
び
月
の
数
字
の
後
に
ピ
リ
オ
ド
を
付
す

（例
え
ば

2
0
0
3
年

6
月

2
8
日
は

「2
8
.
0
6
.
2
0
0
3

」

、
、

）

他
の
紀
元
又
は
暦
を
用
い
る
場
合
に
は

西
暦
紀
元
及
び
グ
レ
ゴ
リ

ー暦
に
よ
る
日
付
を
併
記
す
る

。
、

。

様
式
第
十
一
の
八
中
「第

2
2
条
の
２

」
の
下
に
「

第
2
8
条
の
４

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「第

4
7
条
第
３
項

」

、

を
「第

2
8
条
の
４
第
２
項
又
は
第

4
7
条
第
３
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「様

式
第
１

」
を
「そ

の
他
は

様
式
第

、

１

」
に
、
「様

式
第
７
の
備
考

1
4
」
を
「様

式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
二
の
備
考
７
及
び
様
式
第
十
二
の
二
の
備
考
４
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」

に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
の
三
中
「第

2
7
条
の
２

」
の
下
に
「及

び
第

2
8
条
の
３

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「様

式
第
１

」
を

「そ
の
他
は

様
式
第
１

」
に
、
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

、

様
式
第
十
三
の
四
中
「第

2
7
条
の
２

」
の
下
に
「及

び
第

2
8
条
の
３

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。
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様
式
第
十
五
の
備
考
１
中
「手

続
補
正
書

（令
第
１
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
基
づ
く
補
正

）
」
を
「手

続
補
正

書
（国

際
予
備
審
査
請
求
書
に
係
る
補
正

）
」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
８
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の

７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
の
二
の
備
考
６
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
の
二
の
次
に
次
の
四
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第

1
5
の
２
の
２

（第
2
8
条
の
３
関
係

）
優

先
権

の
回

復
請

求
書

特
許
庁
長
官

殿

１
国
際
出
願
の
表
示

２
出
願
人

（代
表
者

）

氏
名

（名
称

）

㊞

あ
て

名

国
籍



- 102 -

住
所

３
代
理
人氏

名
㊞

あ
て

名

４
回
復
を
求
め
る
優
先
権

５
回
復
の
理
由

６
添
付
書
類
の
目
録

〔備
考

〕

１

「回
復
を
求
め
る
優
先
権

」の
欄
に
は

回
復
を
求
め
る
優
先
権
に
係
る
出
願
の
出
願
日

出
願
番
号
及
び
当
該
出
願

、
、

が
さ
れ
た
国
名

（国
内
出
願
の
場
合

）

広
域
官
庁
名

（広
域
出
願
の
場
合

）又
は
受
理
官
庁
名

（国
際
出
願
の
場
合

）

、

を
記
載
す
る

優
先
権
の
主
張
の
基
礎
と
な
る
出
願
が
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
さ
れ
た
特
許
出
願
で
あ
る
と
き
は

そ
の
出
願
が

。
、

そ
の
国
に
つ
い
て
さ
れ
た
国
の
う
ち

少
な
く
と
も
一
の
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
パ
リ
条
約
の
同
盟
国
又
は
世
界

、

貿
易
機
関
加
盟
国
を

（二
以
上
の
優
先
権
の
回
復
を
請
求
す
る
と
き
は

優
先
権
ご
と
に
行
を
変
え
て

）記
載
す
る

、
。
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２

「回
復
の
理
由

」の
欄
に
は

第
2
8
条
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
優
先
期
間
内
に
国
際
出
願
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

、

な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
正
当
な
理
由
を
具
体
的
に
記
載
す
る

。

３
そ
の
他
は

様
式
第
１
の
備
考
１
か
ら

1
0
ま
で

1
2
か
ら

1
5
ま
で

1
7

1
8

2
0
及
び

2
1
様
式
第
２
の
３
の
備
考
１

、
、

、
、

、
、

３
及
び
４
並
び
に
様
式
第

1
1
の
７
の
備
考
３
と
同
様
と
す
る

、
。

様
式
第

1
5
の
２
の
３

（第
2
8
条
の
３
関
係

）

R
E
Q
U
E
S
T

T
O

R
E
S
T
O
R
E

R
I
G
H
T

O
F

P
R
I
O
R
I
T
Y

T
o

:
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r

o
f

t
h
e

P
a
t
e
n
t

O
f
f
i
c
e

１
I
d
e
n
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n

o
f

t
h
e

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n

２
A
p
p
l
i
c
a
n
t
(
C
o
m
m
o
n

R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
)

N
a
m
e

:
S
i
g
n
a
t
u
r
e

（㊞

）

A
d
d
r
e
s
s

:

C
o
u
n
t
r
y

o
f

n
a
t
i
o
n
a
l
i
t
y

:

C
o
u
n
t
r
y

o
f

r
e
s
i
d
e
n
c
e

:
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３
A
g
e
n
tN
a
m
e

:
S
i
g
n
a
t
u
r
e

（㊞

）

A
d
d
r
e
s
s

:

４
R
i
g
h
t

o
f

p
r
i
o
r
i
t
y

t
o

b
e

r
e
s
t
o
r
e
d

５
R
e
a
s
o
n

f
o
r

r
e
s
t
o
r
a
t
i
o
n

６
L
i
s
t

o
f

A
t
t
a
c
h
e
d

D
o
c
u
m
e
n
t
s

〔備
考

〕

様
式
第
１
の
備
考
１
か
ら
５
ま
で

９
1
3

1
4

2
0
及
び

2
1
様
式
第
１
の
２
の
備
考
１
か
ら
５
ま
で

７
及
び
８

、
、

、
、

、
、

、

様
式
第
２
の
３
の
備
考
１

様
式
第
２
の
４
の
備
考
２
及
び
３

様
式
第

1
1
の
７
の
備
考
３
並
び
に
様
式
第

1
5
の
２
の
２
の

、
、

備
考
１
及
び
２
と
同
様
と
す
る

。

様
式
第

1
5
の
２
の
４

（第
2
8
条
の
３
関
係

）

優
先

権
の

回
復

理
由

書

特
許
庁
長
官

殿
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１
国
際
出
願
の
表
示

２
出
願
人

（代
表
者

）

氏
名

（名
称

）

㊞

あ
て

名

国
籍

住
所

３
代
理
人氏

名
㊞

あ
て

名

４
回
復
を
求
め
る
優
先
権

５
回
復
の
理
由

６
添
付
書
類
の
目
録

〔備
考

〕
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様
式
第
１
の
備
考
１
か
ら

1
0
ま
で

1
2
か
ら

1
5
ま
で

1
7

1
8

2
0
及
び

2
1
様
式
第
２
の
３
の
備
考
１

３
及
び
４

、
、

、
、

、
、

、

様
式
第

1
1
の
７
の
備
考
３
並
び
に
様
式
第

1
5
の
２
の
２
の
備
考
１
及
び
２
と
同
様
と
す
る

。

様
式
第

1
5
の
２
の
５

（第
2
8
条
の
３
関
係

）

R
E
A
S
O
N

F
O
R

R
E
S
T
O
R
A
T
I
O
N

O
F

R
I
G
H
T

O
F

P
R
I
O
R
I
T
Y

T
o

:
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r

o
f

t
h
e

P
a
t
e
n
t

O
f
f
i
c
e

１
I
d
e
n
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n

o
f

t
h
e

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n

２
A
p
p
l
i
c
a
n
t
(
C
o
m
m
o
n

R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
)

N
a
m
e

:
S
i
g
n
a
t
u
r
e

（㊞

）

A
d
d
r
e
s
s

:

C
o
u
n
t
r
y

o
f

n
a
t
i
o
n
a
l
i
t
y

:

C
o
u
n
t
r
y

o
f

r
e
s
i
d
e
n
c
e

:

３
A
g
e
n
tN
a
m
e

:
S
i
g
n
a
t
u
r
e

（㊞

）
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A
d
d
r
e
s
s

:

４
R
i
g
h
t

o
f

p
r
i
o
r
i
t
y

t
o

b
e

r
e
s
t
o
r
e
d

５
R
e
a
s
o
n

f
o
r

r
e
s
t
o
r
a
t
i
o
n

６
L
i
s
t

o
f

A
t
t
a
c
h
e
d

D
o
c
u
m
e
n
t
s

〔備
考

〕

様
式
第
１
の
備
考
１
か
ら
５
ま
で

９
1
3

1
4

2
0
及
び

2
1
様
式
第
１
の
２
の
備
考
１
か
ら
５
ま
で

７
及
び
８

、
、

、
、

、
、

、

様
式
第
２
の
３
の
備
考
１

様
式
第
２
の
４
の
備
考
２
及
び
３

様
式
第

1
1
の
７
の
備
考
３
並
び
に
様
式
第

1
5
の
２
の
２
の

、
、

備
考
１
及
び
２
と
同
様
と
す
る

。

様
式
第
十
五
の
三
の
備
考
３
中
「様

式
第
１

」
を
「そ

の
他
は

様
式
第
１

」
に
、
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
、

第
1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
の
四
、
様
式
第
十
六
及
び
様
式
第
十
六
の
二
の
備
考
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の
７
の
備

考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
中
「手

数
料
追
加
納
付
書

」
の
下
に
「
（国

際
調
査
に
係
る
追
加
納
付

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
１
中
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「第
1
8
条
第
５
項

」
を
「第

1
8
条
第
３
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の
７

の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
の
二
中
「P

A
Y
M
E
N
T

O
F

A
D
D
I
T
I
O
N
A
L

F
E
E

」
の
下
に
「

F
O
R

I
N
T
E
R
N
A
T
I
O
N
A
L

S
E
A
R
C
H

」
を
加
え

、
同
様
式
の
備
考
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様
式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
二
中
「減

縮
書

（手
数
料
追
加
納
付
書

」
の
下
に
「
（国

際
予
備
審
査
に
係
る
追
加
納
付

）
」
を
加
え
、
同

様
式
の
備
考
１
中
「国

際
予
備
審
査

」
を
「国
際
予
備
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
請
求
の
範
囲
を
減
縮
す
る
と
き
は
表
題
を

「請
求
の
範
囲
の
減
縮
書

」と
し

手
数
料
を
追
加
し
て
納
付
す
る
と
き
は

表
題
を

「手
数
料
追
加
納
付
書

（国
際
予
備

、
、

審
査
に
係
る
追
加
納
付

）
」と
し

国
際
予
備
審
査

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
、

第
1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
二
の
二
中
「P

A
Y
M
E
N
T

O
F

A
D
D
I
T
I
O
N
A
L

F
E
E

」
の
下
に
「

(
F
O
R

I
N
T
E
R
N
A
T
I
O
N
A
L

P
R
E
L
I
M
I
N
A
R
Y

E
X
A
M
I
N
A
T
I
O
N
)

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「国

際
予
備
審
査

」
を
「国

際
予
備
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
請
求
の

範
囲
を
減
縮
す
る
と
き
は
表
題
を

「R
E
S
T
R
I
C
T
I
O
N

O
F

C
L
A
I
M

」と
し

手
数
料
を
追
加
し
て
納
付
す
る
と
き
は

表
題

、
、

を

「P
A
Y
M
E
N
T

O
F

A
D
D
I
T
I
O
N
A
L

F
E
E

F
O
R

I
N
T
E
R
N
A
T
I
O
N
A
L

P
R
E
L
I
M
I
N
A
R
Y

E
X
A
M
I
N
A
T
I
O
N

」と
し

国
際
予
備

、
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審
査

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様
式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
三
の
備
考
及
び
様
式
第
二
十
三
の
二
の
備
考
２
中
「様
式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第

2
5
削
除

様
式
第
二
十
五
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第

2
5
の
２

削
除

様
式
第
二
十
六
の
三
の
備
考
４
及
び
様
式
第
二
十
六
の
四
の
備
考
３
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の
７
の

備
考
３

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
七
の
備
考
１
中
「法

第
1
8
条
第
２
項

（同
項
の
表
一
の
項

）の
規
定
に
よ
る

」
を
「国

際
出
願
に
関
す
る
手

数
料
の

」
に
、
「法

第
1
8
条
第
２
項

（同
項
の
表
三
の
項

）の
規
定
に
よ
る

」
を
「国

際
予
備
審
査
に
関
す
る
手
数
料
の

」

に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
七
の
二
中
「P

A
Y
M
E
N
T

O
F

T
R
A
N
S
M
I
T
T
A
L

F
E
E

(
O
F

T
R
A
M
S
M
I
T
T
A
L

F
E
E

A
N
D

S
E
A
R
C
H

F
E
E
,

O
F

P
R
E
L
I
M



- 110 -

I
N
A
R
Y

E
X
A
M
I
N
A
T
I
O
N

F
E
E
)

」
を
「P

A
Y
M
E
N
T

O
F

F
E
E
S

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
国
際
出
願
を
す
る
者
が
納
付
す
る
と
き
は
表
題
を

「P
A
Y
M
E
N
T

O
F

F
E
E
S

F
O
R

I
N
T
E
R
N
A
T
I
O
N
A
L

A
P
P
L
I
C
A
T
I

O
N

」と
し

国
際
予
備
審
査
の
請
求
を
す
る
者
が
納
付
す
る
と
き
は

「P
A
Y
M
E
N
T

O
F

F
E
E
S

F
O
R

I
N
T
E
R
N
A
T
I
O
N
A

、

L
P
R
E
L
I
M
I
N
A
R
Y

E
X
A
M
I
N
A
T
I
O
N

」と
す
る

。

様
式
第
二
十
七
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第

2
7
の
３

削
除

様
式
第
二
十
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第

2
8
削
除

様
式
第
二
十
八
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第

2
8
の
２

削
除

様
式
第
二
十
九
中
「(

2
)

（振
込
み
を
証
明
す
る
書
面

）
１
通

」
及
び
「(

3
)

（

通

）
」
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
中
「様

式
第
７
の
備
考

1
4

」
を
「

様
式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。
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様
式
第
二
十
九
の
二
中
「(

2
)

(
c
e
r
t
i
f
i
c
a
t
e

o
f

p
a
y
m
e
n
t

;
１

c
o
p
y
)

」
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
中
「様

式
第
７

の
備
考

1
4

」
を
「様

式
第

1
1
の
７
の
備
考
３

」
に
改
め
る
。

（
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
十
一
号
中
「
提
出
」
の
下
に
「
（
特
許
出
願
又
は
実
用
新
案
登
録
出
願
と
同
時
に
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を

加
え
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項

（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
特
許
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
「
提
出
」
の
下
に
「
（
特
許
出
願
、
実
用
新
案

登
録
出
願
、
意
匠
登
録
出
願
、
商
標
登
録
出
願
又
は
防
護
標
章
登
録
出
願
と
同
時
に
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同

条
第
三
十
五
号
中
「
第
四
十
八
条
の
十
六
第
六
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
十
六
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
の
表
の
第
六
号
手
続
欄
中
「
特
許
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を
「
特
許
法
第
四
十
三
条
の
三
第
二

項
」
に
改
め
る
。
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第
十
二
条
の
表
「
第
十
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
手
続
」
の
項
書
面
欄
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三

条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
特
許
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め

、
同
項
記
載
事
項
欄
中
「
同
法
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
、
意
匠
法
第
十
五
条
第
一

項
及
び
商
標
法
第
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
特
許
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
特

許
法
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
、
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

商
標
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
物
件

第
十
九
条
第
一
項
第
十
五
号
中
「
第
二
十
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
号
チ
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三

項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
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準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
特
許
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
リ
中
「
第
四
十
八
条
の
十
六
第
六
項
」

を
「
第
四
十
八
条
の
十
六
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
ヘ
ま
で
」
を
「
ホ
ま
で
」
に
改
め
、
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ

と
し
、
ホ
を
ニ
と
し
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
第
百
五
十
一
条
（
同
法
第
七
十
一
条
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第

百
二
十
条
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
五
号
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
三
第

三
項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
特
許
法
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
（
実
用
新
案
法
第
十
一
条
第
一
項
、
意
匠
法
第
十
五
条

第
一
項
及
び
商
標
法
第
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
五
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
一
の
項
の
表
第
二
欄
中
「
第
四
十
六
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
の
備
考
８
中
「１

す
べ
て
の
他
人
の
特
許
権

特
許
権
の
存
続
期
間
の
延
長
登
録

実
用
新
案
権

意
匠
権

、
、

、

「１
す
べ
て
の
他
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、
商
標
権
及
び
防
護
標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利
に
関
す
る
無
効
審
判
の
請
求
及
び
そ
の
取
下
げ

」
を

１
す
べ
て
の
他

人
の
特
許
権

特
許
権
の
存
続
期
間
の
延
長
登
録

実
用
新
案
権

意
匠
権

商
標
権
及
び
防
護
標
章
登
録
に
基
づ
く
権
利

、
、

、
、

人
の
特
許
に
関
す
る
特
許
異
議
の
申
立
て
及
び
こ
れ
ら
の
取
下
げ

に
関
す
る
無
効
審
判
の
請
求
及
び
そ
の
取
下
げ

に
改
め
る
。

」

様
式
第
九
の
備
考

中
「第

4
3
条
の
２
第
３
項

」
を
「第

4
3
条
の
３
第
３
項

」
に
改
め
る
。

24

様
式
第
十
一
の
備
考

中
「同
法
第

4
3
条
の
２
第
３
項

」
を
「意

匠
法
第

1
5
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第

4
3

23

条
の
３
第
３
項

」
に
改
め
る
。

（
工
業
所
有
権
の
手
数
料
等
を
現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
に
お
け
る
手
続
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

工
業
所
有
権
の
手
数
料
等
を
現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
に
お
け
る
手
続
に
関
す
る
省
令
（
平
成
八
年
通
商
産
業
省

令
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
第
五
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
弁
理
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）
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第
九
条

弁
理
士
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
第
四
号
中
「
第
三
十
条
の
二
」
を
「
第
三
十
条
」
に
改
め
る
。

（
経
済
産
業
省
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

経
済
産
業
省
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
五
十
四
条
中
「
納
付
す
べ
き
手
数
料
」
の
下
に
「
（
同
項
に
規
定
す
る
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
金
額
の
範
囲
内
に
お

い
て
同
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
六
条
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
許
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
特
許
法
施
行
規
則
」
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と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
六
の
三
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許

法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
旧
特
許
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
六
の
三
に
規
定
す

る
期
間
内
に
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許
法
（
以
下
「
旧
特
許
法
」
と
い
う

。
）
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
証
明
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

新
特
許
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
十
四
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
特
許
法
施
行
規
則
第

三
十
八
条
の
十
四
に
規
定
す
る
期
間
内
に
千
九
百
七
十
年
六
月
十
九
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
特
許
協
力
条
約
（
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
特
許
協
力
条
約
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
国
際
特
許

出
願
又
は
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
二
十
第
一
項
の
申
出
を
す
る
者
に
よ
っ
て
、
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
規
則
（
次
条
に

お
い
て
「
規
則
」
と
い
う
。
）

に
規
定
す
る
優
先
権
書
類
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

17.1
（a）

（
実
用
新
案
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
実
用
新
案
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
特
許
法
施
行

規
則
第
三
十
八
条
の
十
四
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
特
許
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す

る
期
間
内
に
特
許
協
力
条
約
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
国
際
特
許
出
願
又
は
実
用
新
案
法
第
四
十
八
条
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の
十
六
第
一
項
の
申
出
を
す
る
者
に
よ
っ
て
、
規
則

に
規
定
す
る
優
先
権
書
類
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は

17.1
（a）

、
適
用
し
な
い
。

（
商
標
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
商
標
登
録
出
願
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
商
標
法
施
行
規
則
の

規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い

て
「
新
国
際
出
願
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
の
三
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
す
る
国
際
出
願
に
つ

い
て
適
用
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
国
際
出
願
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
国
際
出
願
法
施
行
規
則
第
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
九
十
五
条
第
十
三
項
の
規
定
は
、
こ
の

省
令
の
施
行
前
に
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八

十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
特
許
法
第
百
九
十
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に

よ
る
手
数
料
の
返
還
の
請
求
が
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
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（
意
匠
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

意
匠
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
及
び
第
十
四
号
」
を
「
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
及
び
第
十
七
号
」
に
改
め
、
「
第
十
一
条
の
二

」
の
下
に
「
か
ら
第
十
一
条
の
二
の
三
ま
で
」
を
加
え
、
「
九

審
判
の
請
求
」
を
「
十
二

審
判
の
請
求
」
に
、
「
第
十

五
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
「
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
十
号
）
第
一
条
の
三
」
の
下
に

「
、
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
十
三
号
）
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
」
を
、
「
若
し
く
は

第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
七
条
の
四
の
二
第
五
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
一

条
の
二
第
七
項
」
を
、
「
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
十
四
第
四
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
、
「
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
第
一
条
の
三
」
の
下
に
「
、
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
令

第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
」
を
加
え
、
「
様
式
第
六
十
一
の
二
」
を
「
様
式
第
六
十
一
の
六
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
八
章
」
を
「
第
九
章
」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
の
備
考

中
「第

2
7
条
の
４
第
１
項

」
を
「第

2
7
条
の
４
第
３
項

」
に
改
め
る
。

32

（
特
許
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）
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第
七
条

特
許
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
第
四
十
六
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。


